
 

Instructions for use

Title フランス国家賠償責任法の規範構造（４） : 「役務のフォート」理論を中心に

Author(s) 津田, 智成

Citation 北大法学論集, 65(4), 71-112

Issue Date 2014-11-28

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/57467

Type bulletin (article)

File Information lawreview_vol65no4_06.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


北法65（4・71）865

　
　
　

フ
ラ
ン
ス
国
家
賠
償
責
任
法
の
規
範
構
造
（
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─ 「
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
」
理
論
を
中
心
に 

─
─

津　

田　

智　

成

研
究
ノ
ー
ト

　
　
　
　

目　
　

次

序
章
：
本
稿
の
背
景
と
課
題

　

第
一
節
：
本
稿
の
背
景

　

第
二
節
：
本
稿
の
課
題
─
─
先
行
研
究
と
の
関
係
で



研究ノート

北法65（4・72）866

第
一
章
：
義
務
違
反
と
し
て
の
役
務
の
フ
ォ
ー
ト

　

第
一
節
：
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
の
定
義

　
　

第
一
款
：
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ト
の
定
義

　
　

第
二
款
：
フ
ラ
ン
ス
国
家
賠
償
責
任
法
に
お
け
る
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
の
定
義

　
　

第
三
款
：
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に
お
け
る
義
務
の
概
念�

（
以
上
、
六
四
巻
六
号
）

　

第
二
節
：
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
と
違
法
性
の
関
係

　
　

第
一
款
：
二
〇
世
紀
ま
で
の
法
状
況

　
　

第
二
款
：
現
在
の
学
説
及
び
判
例
に
お
け
る
一
般
的
規
範

第
二
章
：
原
則
的
責
任
要
件
と
し
て
の
「
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
」

　

第
一
節
：
例
外
的
責
任
要
件
と
し
て
の
重
大
な
フ
ォ
ー
ト

　
　

第
一
款
：
重
大
な
フ
ォ
ー
ト
の
適
用
範
囲
の
縮
小

　
　

第
二
款
：
現
在
の
適
用
範
囲
と
将
来
的
な
展
望�

（
以
上
、
六
五
巻
二
号
）

　

第
二
節
：
補
充
的
責
任
規
範
と
し
て
の
フ
ォ
ー
ト
に
よ
ら
な
い
賠
償
責
任

　
　

第
一
款
：
責
任
類
型
と
適
用
範
囲

　
　

第
二
款
：
存
在
意
義
と
法
的
性
格

第
三
章
：
自
己
責
任
規
範
と
し
て
の
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に
よ
る
賠
償
責
任

　

第
一
節
：
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
概
念
の
起
源

　
　

第
一
款
：
権
力
分
立
原
則
と
官
吏
の
身
分
保
障

　
　

第
二
款
：
行
政
行
為
と
個
人
的
所
為

　
　

第
三
款
：
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
概
念
の
誕
生�

（
以
上
、
六
五
巻
三
号
）

　

第
二
節
：
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に
よ
る
賠
償
責
任
の
規
範
構
造

　
　

第
一
款
：
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
概
念
の
法
的
性
格

　
　

第
二
款
：
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
概
念
の
法
的
性
格



フランス国家賠償責任法の規範構造（４）

北法65（4・73）867

第
二
節
：
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に
よ
る
賠
償
責
任
の
規
範
構
造

　

こ
こ
か
ら
は
、
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に
よ
る
賠
償
責
任
が
い
か
な
る
規
範

構
造
を
有
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
本
稿
の
主
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く

こ
と
と
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
と
個
人
的
フ
ォ
ー
ト

の
区
別
の
問
題
に
着
目
し
つ
つ
、
両
概
念
の
法
的
性
格
を
分
析
す
る
こ
と

に
よ
り
、
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に
よ
る
賠
償
責
任
の
規
範
構
造
の
解
明
を
試

み
る
。
こ
こ
で
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
概
念
だ
け
で
な
く
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
概

念
に
も
着
目
す
る
の
は
、
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
と
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
の
区
別

が
公
務
員
個
人
の
賠
償
責
任
の
限
界
及
び
諸
条
件
の
枠
組
み
に
お
い
て
構

築
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ（

１
）る

。
つ
ま
り
、
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
は
、
一
般
的

に
、個
人
的
フ
ォ
ー
ト
と
の
関
係
に
お
い
て
消
極
的
に
、言
い
換
え
れ
ば
、

個
人
的
フ
ォ
ー
ト
以
外
の
フ
ォ
ー
ト
と
し
て
定
義
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、役
務
の
フ
ォ
ー
ト
概
念
の
法
的
性
格
を
論
じ
る
に
当
た
っ
て
は
、

こ
の
概
念
だ
け
に
着
目
す
る
の
で
は
不
十
分
な
の
で
あ（

２
）る

。

　

第
一
款
：
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
概
念
の
法
的
性
格

一　

役
務
の
フ
ォ
ー
ト
と
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
の
区
別

　
《Pelletier

判
決
》
が
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
と
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
の
区
別

の
起
源
で
あ
る
こ
と
は
前
節
で
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、こ
の
判
決
は
、

重
大
な
解
釈
上
の
問
題
を
後
世
に
残
し（

３
）た

。
そ
れ
は
、
役
務
の
フ
ォ
ー
ト

第
四
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（
行
政
行
為
）
と
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
（
個
人
的
所
為
）
が
ど
の
よ
う
に
区

別
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
両
概
念
の
区
別

が
誕
生
し
た
一
世
紀
以
上
前
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
常
に
フ
ラ
ン
ス
行
政

法
学
の
関
心
の
中
心
に
あ
っ
た
。

　

お
そ
ら
く
、
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
と
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
の
区
別
に
関
す
る

最
も
伝
統
的
か
つ
著
名
な
定
義
は
、
一
八
七
七
年
にÉdouard 

Laferrière

に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
定
義
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、「
加
害
行
為
が
非
個
人
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
多
か
れ
少
な

か
れ
過
誤
に
陥
り
や
す
く
、か
つ
、弱
さ（faiblesses

）、情
念（passions

）、

軽
率
さ
（im

prudences

）
を
伴
う
人
間
で
は
な
い
国
家
の
代
理
人
た
る

行
政
官
を
示
す
場
合
、
当
該
行
為
は
、
行
政
的
な
ま
ま
で
あ
り
、
司
法
裁

判
所
に
は
付
託
さ
れ
え
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
公
務
員
の
人
格
が
、
普

通
法
の
フ
ォ
ー
ト
、
暴
力
行
為
、
軽
率
さ
に
よ
っ
て
現
れ
る
も
の
で
あ
る

場
合
に
は
、
当
該
フ
ォ
ー
ト
は
職
務
で
は
な
く
公
務
員
に
帰
責
さ
れ
る
べ

き
で
あ
っ
て
、
行
政
的
性
格
を
失
っ
た
当
該
行
為
は
、
も
は
や
司
法
裁
判

所
の
管
轄
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
く
な（

４
）る

」。
つ
ま
り
、
こ
の
定
義
に
よ

れ
ば
、
公
務
員
の
加
害
行
為
が
「
非
個
人
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
多

か
れ
少
な
か
れ
過
誤
に
陥
り
や
す
い
行
政
官
を
示
す
」
場
合
に
は
、
当
該

行
為
は
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
と
し
て
み
な
さ
れ
、
他
方
、
そ
れ
が
「
弱
さ
、

情
念
、
軽
率
さ
を
伴
う
人
間
」
を
示
す
場
合
に
は
、
当
該
行
為
は
個
人
的

フ
ォ
ー
ト
と
し
て
み
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ（

５
）る

。H
enri 

D
upeyroux

に
よ
り
「
個
人
的
情
念
の
理
論
（théorie des passions 

personnelle （
６
）

s

）」
と
呼
ば
れ
た
、
こ
の
定
義
は
、
今
日
に
お
い
て
も
依
然

と
し
て
多
く
の
論
文
や
論
告
に
お
い
て
引
用
さ
れ
続
け
て
い（

７
）る

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
定
義
は
、「
お
お
よ
そ
正
し
い

（approxim
ativem

ent just （
８
）

e

）」
も
の
の
、
現
在
の
あ
ら
ゆ
る
判
例
を

整
合
的
に
説
明
し
う
る
も
の
で
は
な（

９
）い

。
と
い
う
の
も
、
行
政
重
要
判
例

集
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
国
家
賠
償
責
任
法

に
お
け
る
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
と
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
の
区
別
は
、
何
ら
か
の

具
体
的
で
明
確
な
基
準
の
下
で
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
裁
判
官

が
加
害
公
務
員
に
フ
ォ
ー
ト
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か
否
か
と

い
う
判
例
政
策
的
な
観
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

（
（1
（

る
。す
な
わ
ち
、

「
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
と
は
、
良
き
判
例
政
策
（bonne politique 

jurisprudentielle

）
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
行
為
主
体
に
負
担
さ

せ
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
フ
ォ
ー
ト
で
あ
り
、役
務
の
フ
ォ
ー
ト
と
は
、

そ
れ
に
個
人
的
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
非
合
目
的
な
（inopportun

）、

あ
る
い
は
、
正
義
に
適
わ
な
い
（injuste

）
フ
ォ
ー
ト
で
あ

（
（1
（

る
」。
要
す

る
に
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
現
在
の
判
例
の
状
況
に
お
い

て
は
、
あ
ら
ゆ
る
判
例
を
整
合
的
に
説
明
し
う
る
よ
う
な
具
体
的
で
明
確

な
基
準
と
い
う
も
の
は
存
在
し
え
な
い
の
で
あ

（
（1
（

る
。
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そ
こ
で
、
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
学
は
、
こ
の
二
つ
の
概
念
の
区
別

に
つ
い
て
、
伝
統
的
で
は
あ
る

（
（1
（

が
、
極
め
て
抽
象
的
な
定
義
を
付
与
す
る

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。例
え
ば
、René Chapus

は
、「
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
」

を
「
職
務
の
執
行
か
ら
切
り
離
し
え
な
い
フ
ォ
ー
ト
（fautes non 

détachables de l’exercice des fonction

（
（1
（s

）」
と
し
て
、「
個
人
的
フ
ォ
ー

ト
」
を
「
そ
れ
以
外
の
フ
ォ
ー
ト
（les autre

（
（1
（s

）」、
す
な
わ
ち
、「
職
務

の
執
行
か
ら
切
り
離
し
う
る
フ
ォ
ー
ト
（fautes détachables de l’

exercice des fonction

（
（1
（s

）」
と
し
て
定
義
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
論
者

も
同
様
に
、
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
を
「
役
務
か
ら
切
り
離
し
う
る

（détachable du servic

（
（1
（e

）」
又
は
「
職
務
か
ら
切
り
離
し
う
る

（détachable de la fonctio

（
（1
（n

）」
フ
ォ
ー
ト
と
解
し
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
か
つ
てPaul D

uez

とGuy D
ebeyre

が
共
著
の
体
系

書
に
お
い
て
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、こ
う
し
た
定
義
に
は
疑
問
が
残
る
。

す
な
わ
ち
、「
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
と
は
役
務
か
ら
切
り
離
し
う
る
フ
ォ
ー

ト
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
満
足
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ

れ
は
、
問
題
を
先
送
り
す
る
も
の
で
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

切
り
離
し
う
る
フ
ォ
ー
ト
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う

（
（1
（

か
」。

二　

個
人
的
フ
ォ
ー
ト
の
類
型

　

右
の
よ
う
なD

uez

ら
の
問
い
に
答
え
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は

な
い
が
、
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
の
類
型
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、「
切
り
離
し

う
る
フ
ォ
ー
ト
」
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
を
一
定
程
度
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
を
ど
の
よ
う

に
類
型
化
す
る
か
に
つ
い
て
は
論
者
に
よ
り
微
妙
な
差
異
が
あ
る
も
の

の
、
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
学
に
お
い
て
は
、
多
く
の
論
者
が
役
務
と

の
物
理
的
な
関
連
性
並
び
に
加
害
行
為
の
主
観
的
態
様
及
び
客
観
的
態
様

に
着
目
し
た
類
型
化
を
行
っ
て
い
る
と
い
え

（
（2
（

る
。
例
え
ば
、
高
名
な
論
告

担
当
官
で
あ
るD

aniel Labetoulle

は
、
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
を
次
の
よ

う
に
類
型
化
し
て
い

（
（2
（

る
。
す
な
わ
ち
、
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
と
は
、
①
「
役

務
と
全
く
関
連
性
を
欠
く
フ
ォ
ー
ト
」、
②
「
役
務
の
中
で
又
は
役
務
の

際
に
犯
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ト
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
故
意
の
性
格
を
示
す

フ
ォ
ー
ト
、
及
び
、
害
意
、
確
固
た
る
悪
意
、
若
し
く
は
個
人
的
な
利
益

の
追
求
に
起
因
す
る
フ
ォ
ー
ト
」、
③
「
役
務
の
中
で
又
は
役
務
の
際
に

犯
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ト
で
あ
り
、
故
意
の
性
格
も
な
い
が
、
そ
れ
が
一
定
の

重
大
性
の
程
度
を
超
え
る
フ
ォ
ー
ト
」
で
あ
る
、
と
。
個
人
的
フ
ォ
ー
ト

の
類
型
化
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
論
者
に
よ
り
試
み
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の

Labetoulle

の
類
型
は
、
そ
の
中
で
も
特
に
判
例
の
状
況
を
正
確
に
描
写

す
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
類
型
を
若
干
敷

衍
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
を
性
格
づ
け
る
諸
要
素
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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ま
ず
、
役
務
と
の
物
理
的
関
連
性
の
判
断
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
こ
で

は
、時
間
、場
所
、道
具
及
び
手
段
が
主
な
考
慮
要
素
と
な
る
。
つ
ま
り
、

公
務
員
に
よ
っ
て
犯
さ
れ
た
加
害
行
為
が
、
勤
務
時
間
内
に
犯
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
通
常
の
勤
務
場
所
で
犯
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど

う
か
、
役
務
に
よ
り
提
供
さ
れ
て
い
る
道
具
や
手
段
を
用
い
た
も
の
で
あ

る
か
ど
う
か
、
が
主
な
考
慮
要
素
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
例

え
ば
、
あ
る
公
務
員
が
勤
務
時
間
外
に
自
宅
に
お
い
て
自
身
が
所
有
す
る

銃
を
用
い
て
他
人
に
負
傷
を
負
わ
せ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
当
該
行
為
は

ま
さ
に
私
生
活
に
お
け
る
行
為
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
然
個
人
的
フ
ォ
ー

ト
と
し
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
と
な

（
（2
（

る
。
実
際
の
事
例
を
挙
げ
る
と
、
あ
る

軍
人
が
自
身
の
所
有
す
る
自
動
車
で
職
場
に
向
か
う
際
に
事
故
を
起
こ
し

た
場

（
（2
（

合
や
公
務
員
が
不
法
に
居
住
し
て
い
た
ア
パ
ー
ト
か
ら
の
強
制
退
去

を
命
じ
ら
れ
た
際
に
当
該
命
令
に
従
う
こ
と
を
拒
否
し
た
場

（
（2
（

合
に
、
個
人

的
フ
ォ
ー
ト
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
公
務
員
の
加
害
行
為
に
役
務
と
の
物
理
的
関
連
性
が
認
め

ら
れ
た
と
し
て
も
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
が
認
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
右
のLabetoulle

の
②
及
び
③
の
類
型
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、“
故

（
（2
（

意
”
や
“
個
人
的
利
益
の
追

（
（2
（

求
”、“
フ
ォ
ー
ト
の
重

大
（
（2
（

性
”
等
が
存
在
す
る
場
合
で
あ

（
（2
（

る
。
こ
の
場
合
に
は
、
加
害
行
為
と
役

務
と
の
間
に
物
理
的
な
関
連
性
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
当
該
行
為
は
“
観

念
的
に
”
役
務
か
ら
切
り
離
し
う
る
も
の
と
し
て
み
な
さ
れ
る
の
で

あ
（
（2
（

る
。
例
え
ば
、
郵
便
局
の
出
納
職
員
が
横
領
を
行
っ
た
ケ
ー

（
（3
（

ス
や
、
消

防
士
が
職
務
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
災
害
現
場
を
離
れ
、
近
く
の
納
屋
で
タ

バ
コ
の
吸
い
殻
を
捨
て
た
こ
と
に
よ
り
新
た
な
火
災
が
生
じ
た
ケ
ー

（
（3
（

ス
な

ど
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

三　

個
人
的
フ
ォ
ー
ト
概
念
の
限
定
性

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
諸
要
素
は
い
ず
れ
も
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
の

認
定
を
決
定
づ
け
う
る
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
故
意
や
重
大
性

が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
が
認
定
さ
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
う

（
（3
（

る
。
特
に
近
年
の
判
例
に
お
い
て
は
、
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
が
極
め

て
限
定
的
に
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
傾
向
は
ま

す
ま
す
顕
著
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
近
年
下
さ
れ

た
《Préfet du T

arn

判
（
（3
（

決
》
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
事
案
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。Cordes

市
の
土
地
占
用

プ
ラ
ン
（PO

S

）
の
策
定
に
協
力
し
て
い
たT

arn

県
設
備
局
の
技
術
者

で
あ
る
Ｇ
氏
は
、Cordes

市
の
市
長
で
あ
っ
た
Ｒ
氏
か
ら
の
要
請
を
受

け
、
右
プ
ラ
ン
に
係
る
公
文
書
を
偽
造
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
建
築
禁
止

の
指
定
森
林
地
域
（espace boisé classé

）
の
二
つ
の
区
画
を
建
築
可

能
地
域
に
組
み
入
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
当
該
地
域
に
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建
築
物
を
建
て
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
「
ユ
ダ
の
獅
子
（Le Lion de 

Juda
）」
と
呼
ば
れ
る
カ
リ
ス
マ
的
な
団
体
の
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
法
令
上
認
証
さ
れ
た
団
体
で
あ
るCordes

市
景
観
保
全
委
員

会
は
、
そ
の
資
格
に
基
づ
い
て
右
プ
ラ
ン
の
策
定
に
参
加
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
右
の
諸
事
実
を
発
見
し
、
Ｇ
氏
と
市
長
を
告
訴
し
た
上
で
、
損
害
賠

償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
。
Ｇ
氏
は
、A

lbi

大
審
裁
判
所
の
判
決
に
よ
っ

て
、
公
文
書
偽
造
罪
に
よ
り
執
行
猶
予
付
の
禁
固
刑
と
罰
金
刑
を
含
む
有

罪
判
決
を
受
け
、
さ
ら
に
、
右
委
員
会
に
対
し
て
一
万
フ
ラ
ン
の
損
害
賠

償
を
支
払
う
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
右
の
有
罪
判
決
に
つ
い
て
は

上
告
審
で
確
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
つ
い
て

は
地
方
長
官
に
よ
り
権
限
争
議
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
判
決

は
、
こ
の
権
限
争
議
に
係
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
権
限
争
議
に
つ
い
て
、
権
限
裁
判
所
は
、「
い
か
な
る
個
人
的
な

利
益
に
よ
っ
て
も
突
き
動
か
さ
れ
て
い
な
い
Ｇ
氏
に
よ
っ
て
犯
さ
れ
た

フ
ォ
ー
ト
は
、
職
務
の
執
行
の
中
で
役
務
の
手
段
を
も
っ
て
犯
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
重
大
性
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
こ
の

フ
ォ
ー
ト
は
、
役
務
か
ら
切
り
離
し
う
る
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
と
し
て
は
み

な
さ
れ
え
な
い
」
と
判
示
し
、
こ
の
委
員
会
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟

に
つ
い
て
裁
判
権
を
有
す
る
の
は
、
行
政
裁
判
所
の
み
で
あ
る
と
判
断
し

た
。
つ
ま
り
、
本
件
に
お
け
る
Ｇ
氏
の
偽
造
行
為
は
故
意
に
よ
っ
て
犯
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
犯
罪
に
当
た
る
重
大
な
フ
ォ
ー
ト

を
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

（
（3
（

ず
、
権
限
裁
判
所
は
、
こ
の

行
為
が
市
長
の
求
め
に
応
じ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
個
人
的
な
利
益
を

追
求
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
職
務
の
執
行
の
中
で
役
務

に
お
い
て
付
与
さ
れ
た
手
段
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
の
認
定
を
否
定
し
た
の
で

あ
（
（3
（3
（3
（

る
。

　
「
公
務
員
の
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
と
い
う
消
滅
寸
前
の
概
念
（notion 

m
oribonde

）
に
と
ど
め
を
刺
し

（
（3
（

た
」、
あ
る
い
は
、「
公
務
員
の
個
人
的

フ
ォ
ー
ト
に
終
止
符
を
打
っ

（
（3
（

た
」と
評
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
、本
判
決
は
、

個
人
的
フ
ォ
ー
ト
を
極
め
て
限
定
的
に
解
す
る
近
年
の
判
例
の
傾
向
を
象

徴
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え

（
（3
（

る
。
本
判
決
が
下
さ
れ
た
後
も
故
意
や

フ
ォ
ー
ト
の
重
大
性
は
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
が
認
定
さ
れ
る
た
め
の
重
要
な

考
慮
要
素
で
あ
り
続
け
て
い
る
も
の
の
、Y

ves Gaudem
et

が
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
、
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
が
認
定
さ
れ
る
た
め
の
重
大
性
の
要

求
の
程
度
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
、
今
日
、
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
が
認
め

ら
れ
る
た
め
に
は
、「
極
度
の
重
大
性
（extrêm

e gravit

（
（4
（é

）」
や
「
全

く
許
さ
れ
ざ
る
重
大
な
フ
ォ
ー
ト
（faute lourde vraim

ent 

inexcusabl
（
（4
（e

）」
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

（
（4
（

る
。
か
か

る
解
釈
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
被
害
者
に
対
す
る
厚
い
救
済
を
保
障
す
る
も
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の
で
あ
り
、
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
公
務
員
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
と
正
常

な
行
政
運
営
の
保
護
に
資
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る

（
（4
（

が
、
そ
の
一
方
で
、
相

対
的
な
無
罰
性
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
り
公
務
員
の
怠
慢
を
助
長
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い

（
（4
（

る
。

　

以
上
の
よ
う
に
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
概
念
が
限
定
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
概
念
が
拡
張
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
国
家
賠
償
責
任

法
に
お
い
て
は
、
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
概
念
と
の
関
係
に
お
け
る
役
務
の

フ
ォ
ー
ト
概
念
の
原
則
的
性
格
が
一
層
強
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
款
：
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
概
念
の
法
的
性
格

一　

匿
名
的
性
格

　

そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
概
念
の
法
的
性
格
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
、
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
概
念
の
法
的
性
格
を
分
析
し
て
い

く
こ
と
と
し
た
い
。

　

１　

公
務
員
の
法
人
格
の
捨
象
─
─
『
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
お
け
る
公

役
務
の
フ
ォ
ー
ト
』
と
題
す
る
テ
ー
ズ
に
お
い
て
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
概
念

に
関
す
る
包
括
的
な
研
究
を
行
っ
たM

ichel Paillet

に
よ
れ
ば
、
こ
の

概
念
の
「
本
質
的
性
格
（caractère fondam

ental

）」
は
、「
匿
名
的
性

格（caractère anonym
e

）」で
あ
る
と
い

（
（4
（

う
。
こ
の
匿
名
的
性
格
と
は
、

役
務
の
フ
ォ
ー
ト
の
認
定
に
当
た
っ
て
公
務
員
の
法
人
格
が
捨
象
さ
れ
う

る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
の
認
定
に
当

た
っ
て
は
、加
害
公
務
員
の
特
定
が
可
能
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

公
務
員
の
フ
ォ
ー
ト
の
立
証
が
要
求
さ
れ
ず
、
ま
た
、
公
務
員
は
原
則
と

し
て
被
害
者
と
の
関
係
に
お
い
て
も
行
政
と
の
関
係
に
お
い
て
も
一
切
の

賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
、Roger Bonnard

は
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
行
政
賠
償
責
任
が
生
じ
る
た
め
に
は
、
役
務

が
悪
し
き
態
様
で
組
織
さ
れ
た
こ
と
、
又
は
、
役
務
が
瑕
疵
あ
る
態
様
で

運
営
さ
れ
た
こ
と
、
か
つ
、
損
害
が
こ
の
役
務
の
瑕
疵
に
起
因
す
る
と
い

う
こ
と
だ
け
で
足
り
る
。
し
た
が
っ
て
、
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
も
っ
ぱ

ら
、
役
務
に
瑕
疵
が
あ
る
こ
と
、
及
び
、
損
害
が
当
該
瑕
疵
に
起
因
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
み
で
あ
る
。
こ
の
役
務
の
瑕

疵
が
当
該
役
務
の
特
定
の
公
務
員
に
帰
責
し
う
る
フ
ォ
ー
ト
に
起
因
す
る

も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
探
求
す
る
必
要
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
裁
か

れ
る
べ
き
は
、
役
務
で
あ
っ
て
、
公
務
員
で
は
な
い
の
で
あ

（
（4
（

る
」
と
。
要

す
る
に
、「
人
で
あ
る
公
務
員
の
観
点
か
ら
で
は
な
く
行
政
主
体
に
課
せ

ら
れ
て
い
る
義
務
に
照
ら
し
て
係
争
行
為
の
フ
ォ
ー
ト
の
性
格
を
評
価
す

る
行
政
裁
判
官
に
と
っ
て
、
公
務
員
の
特
定
は
法
的
に
重
要
で
は
な
い
の
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で
あ

（
（4
（

る
」。

　

前
款
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
言
う
な
ら
ば
、
公
務
員
の
加
害
行
為
が
個

人
的
フ
ォ
ー
ト
と
し
て
認
定
さ
れ
る
よ
う
な
特
別
な
性
質
（
故
意
、
個
人

的
利
益
の
追
求
、一
定
の
重
大
性
等
）
を
備
え
な
い
限
り
、原
則
と
し
て
、

公
務
員
の
法
人
格
は
捨
象
さ
れ
る
こ
と
と
な

（
（4
（

る
。
し
た
が
っ
て
、
役
務
の

フ
ォ
ー
ト
と
は
、
い
わ
ば
、「
そ
の
平
凡
さ
が
、
フ
ォ
ー
ト
の
行
為
主
体

で
あ
る
公
務
員
を
捨
象
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
フ
ォ
ー

（
（4
（

ト
」
な
の

で
あ
る
。
そ
の
際
、公
務
員
は
、「
フ
ォ
ー
ト
の
計
画
者〔
＝
無
形
的
正
犯
〕

（auteur intellectuel de faut

（
（5
（e

）」
た
る
公
役
務
を
媒
体
と
し
て
行
政

主
体
と
一
体
と
な
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
公
務
員
は
、「
役
務
の
歯

車
（rouage du servic

（
（5
（e

）」
な
い
し
「
行
政
主
体
の
歯
車
（rouage de 

l’A
dm

inistratio

（
（5
（n

）」
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
み
な
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
逆
に
言
え
ば
、
公
務
員
の
加
害
行
為
が
右
の
よ
う
な
特
別
な
性
質
を

備
え
る
場
合
、
例
え
ば
、
公
務
員
が
法
令
上
定
め
ら
れ
た
職
務
の
範
囲
を

逸
脱
し
て
個
人
的
な
利
益
の
た
め
に
行
動
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
当
該

公
務
員
を
役
務
な
い
し
行
政
主
体
の
“
歯
車
”
と
み
な
す
こ
と
は
論
理
的

に
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
法
人
格
は
も
は
や
捨
象
さ
れ
え
な
い
の

で
あ

（
（5
（

る
。

　

か
か
る
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
の
匿
名
的
性
格
を
確
認
す
る
た
め
に
、

《Com
m

une de Saint-Lary-Soulan

判
（
（5
（

決
》
を
見
て
み
よ
う
。
そ
の
事

案
は
、雨
氷
の
張
っ
た
ゲ
レ
ン
デ
（piste verglacée

）
で
一
人
の
ス
キ
ー

ヤ
ー
が
死
亡
し
、
ま
た
、
そ
の
他
に
も
多
数
の
負
傷
者
を
出
し
た
事
故
に

つ
い
て
所
轄
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
賠
償
責
任
が
問
わ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
の
判
決
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
ま
ず
、
ゲ
レ
ン
デ

に
雨
氷
が
張
る
リ
ス
ク
が
気
象
庁
に
よ
っ
て
知
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
当

該
ゲ
レ
ン
デ
で
起
き
た
事
故
の
数
、
重
大
性
、
場
所
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
の

ゲ
レ
ン
デ
が
非
常
に
難
易
度
の
高
い
ク
ラ
ス
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
通
常
用
心
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
障

害
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、「
か
く
し
て
、生
じ
た
事
故
は
、

そ
の
安
全
を
確
保
す
る
職
責
を
担
う
役
務
の
瑕
疵
あ
る
運
営
に
帰
責
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
」
と
判
示
し
た
。
さ
ら
に
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
当

該
ゲ
レ
ン
デ
を
早
急
に
閉
鎖
せ
ず
に
開
放
し
た
ま
ま
に
し
て
お
い
た
点
や

ス
キ
ー
ヤ
ー
が
よ
り
難
易
度
の
低
い
コ
ー
ス
に
戻
る
た
め
の
標
識

（signalisation

）
が
不
十
分
で
あ
っ
た
点
な
ど
を
指
摘
し
、「
か
く
し
て
、

犯
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ト
は
、・
・
・
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
適
切
な
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
賠
償
責
任
を
生
ぜ
し
め

る
性
質
を
有
す
る
」
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
賠
償
責
任
を
認
め
た
の
で

あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
判
決
に
お
い
て
は
、
ゲ
レ
ン
デ
に

お
け
る
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
安
全
を
確
保
す
る
職
責
を
担
っ
て
い
る
市
町
村
警

察
の
職
員
や
行
政
庁
の
フ
ォ
ー
ト
を
全
く
認
定
す
る
こ
と
な
く
、
も
っ
ぱ



研究ノート

北法65（4・80）874

ら
「
役
務
の
瑕
疵
あ
る
運
営
」
に
基
づ
き
公
共
団
体
の
賠
償
責
任
が
認
め

ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
か
か
る
法
解
釈
は
、
ま
さ
に
、
役
務
の
フ
ォ
ー

ト
の
匿
名
的
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
い

え
ば
、
こ
の
よ
う
な
匿
名
的
性
格
は
、
本
件
の
よ
う
に
認
識
し
う
る
公
務

員
の
作
為
的
な
行
為
が
存
在
し
な
い
不
作
為
責
任
が
問
わ
れ
る
場
合
に
効

果
的
に
機
能
し
う
る
も
の
で
あ
る
と
い
え

（
（5
（

る
。
な
ぜ
な
ら
、
か
か
る
場
合

に
は
、
特
定
の
公
務
員
へ
の
フ
ォ
ー
ト
の
帰
責
が
よ
り
困
難
に
な
り
う
る

か
ら
で
あ
る
。

　

２　

組
織
的
フ
ォ
ー
ト
─
─
右
の
よ
う
に
公
役
務
の
組
織
又
は
運
営
に

瑕
疵
が
あ
っ
た
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
フ
ォ
ー
ト
を
認
定
し
う
る
役
務

の
フ
ォ
ー
ト
の
匿
名
的
性
格
は
、
組
織
的
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
公
役

務
の
運
営
の
実
態
に
適
合
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ

の
よ
う
な
場
合
に
は
、
加
害
公
務
員
を
特
定
す
る
こ
と
が
実
際
上
困
難
で

あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
組
織
的
な
活
動
の
産
物
で
あ
る
フ
ォ
ー
ト
を
特

定
の
公
務
員
個
人
に
帰
責
す
る
こ
と
は
理
論
的
に
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。

実
際
、Guy Braibant

とBernard Stirn

は
、
共
著
の
教
科
書
に
お
い

て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
は
、

匿
名
の
官
僚
組
織
（bureaucratie anonym

e

）
に
よ
っ
て
犯
さ
れ
た

フ
ォ
ー
ト
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
、
個
別
化
さ
れ
え
な
い
フ
ォ
ー
ト

で
あ
る
。
そ
の
フ
ォ
ー
ト
の
行
為
主
体
で
あ
る
自
然
人
は
特
定
さ
れ
え
な

い
。
こ
れ
は
、
現
代
の
巨
大
な
組
織
（grandes organisations 

m
odernes

）、
と
り
わ
け
公
行
政
に
お
い
て
相
当
頻
繁
に
見
ら
れ
る
ケ
ー

ス
で
あ

（
（5
（

る
」
と
。
つ
ま
り
、
そ
こ
で
問
題
と
な
る
フ
ォ
ー
ト
の
多
く
は
、

「
団
体
の
所
産
（œ

uvre collectiv

（
（5
（e

）」
な
の
で
あ
り
、
公
務
員
個
人
に

帰
責
す
べ
き
フ
ォ
ー
ト
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
「
団
体
的
フ
ォ
ー
ト

（faute collectiv

（
（5
（e

）」
な
の
で
あ

（
（5
（

る
。

　

例
え
ば
、
違
法
な
行
政
決
定
や
行
政
立
法
が
問
題
と
な
る
場
合
、
形
式

的
に
は
署
名
を
し
た
行
政
庁
が
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し
た
と
い
う
こ
と
も
で
き

る
が
、そ
れ
ら
が
形
成
さ
れ
る
過
程
に
は
、多
数
の
補
助
機
関
が
か
か
わ
っ

て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
諮
問
機
関
や
複
数
の
大
臣
が
か
か
わ
る
場
合

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
こ
に
フ
ォ
ー
ト
が
あ
っ
た
の
か
、
誰
が
そ
れ
を
犯

し
た
の
か
、
を
知
る
こ
と
は
実
際
上
困
難
で
あ

（
（6
（

る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
、

そ
の
よ
う
に
組
織
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
行
政
決
定
や
行
政
立
法
に
つ
い

て
の
フ
ォ
ー
ト
の
多
く
は
、
行
政
庁
個
人
に
よ
り
犯
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ト
と

い
う
よ
り
は
む
し
ろ
行
政
組
織
に
よ
り
犯
さ
れ
た
組
織
的
フ
ォ
ー
ト
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
特
定
の
公
務
員
個
人
に
帰
責
す
る
と
い
う
こ
と
は

理
論
的
に
困
難
で
あ
ろ

（
（6
（

う
。
し
た
が
っ
て
、
代
位
責
任
的
法
律
構
成
か
ら

離
れ
、
公
役
務
の
組
織
又
は
運
営
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
か
否
か
と
い
う
観
点

か
ら
の
評
価
を
可
能
な
ら
し
め
る
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
理
論
は
、
右
の
よ
う

な
フ
ォ
ー
ト
の
実
体
に
整
合
的
な
法
解
釈
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
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よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
世
紀
以
上
前
に
も
っ
ぱ
ら
管
轄
分
配
の
問
題
を
背

景
と
し
て
誕
生
し
た
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
概
念
が
今
日
も
形
を
変
え
る
こ
と

な
く
存
続
し
え
て
い
る
の
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
概
念
が
公
役
務
の

運
営
の
実
態
に
適
合
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
右
の
よ
う
な
公
役
務
の
運
営
の
実
態
に

照
ら
す
と
、
公
務
員
個
人
の
フ
ォ
ー
ト
を
要
件
と
す
る
よ
う
な
代
位
責
任

的
法
律
構
成
に
は
問
題
が
伴
い
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
代
位

責
任
的
法
律
構
成
に
よ
る
と
、
組
織
的
フ
ォ
ー
ト
を
公
務
員
個
人
に
帰
責

す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
そ
の
実
体
と
乖
離
し
た
解
釈
論
上
や
や
無
理

の
あ
る
フ
ォ
ー
ト
の
認
定
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
ま
た
、

か
か
る
実
体
と
乖
離
し
た
フ
ォ
ー
ト
の
立
証
を
要
求
す
る
と
い
う
点
に
お

い
て
被
害
者
に
不
合
理
な
立
証
の
負
担
を
課
す
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、

裁
判
官
と
し
て
も
、
実
際
に
は
組
織
的
フ
ォ
ー
ト
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
特
定
の
公
務
員
個
人
に
帰
責
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
当
然
た
め
ら
い
を
示
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
結
果

的
に
組
織
的
フ
ォ
ー
ト
が
看
過
さ
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
生
じ
る
。
特
に

最
後
の
点
に
つ
い
て
敷
衍
す
る
と
、
例
え
ば
、
緊
急
性
を
伴
う
困
難
な
公

役
務
が
問
題
と
な
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
裁
判
官
の
心
証
と
し
て
は
公
務

員
個
人
が
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し
た
と
認
定
す
る
こ
と
が
酷
で
あ
る
と
し
て
当

該
認
定
を
躊
躇
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
匿
名
的
性
格
を
有
す

る
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
理
論
に
よ
れ
ば
、
公
務
員
個
人
と
の
関
係
に
お
い
て

で
は
な
く
、
公
役
務
の
運
営
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
か
否
か
と
い
う
組
織
的
な

観
点
か
ら
の
評
価
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
か
か
る
弊
害
を
回
避
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
例
と
し
て
、《Com

m
unauté urbaine de Lille

判
（
（6
（

決
》
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
事
案
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
九
八
六
年

九
月
二
六
日
の
〇
時
三
〇
分
、
と
あ
る
ビ
ル
（im

m
euble

）
の
一
階
部

分
で
火
災
が
発
生
し
た
。
〇
時
三
七
分
に
通
報
を
受
け
たH

alluin

救
助

セ
ン
タ
ー
の
消
防
士
ら
は
、
〇
時
四
四
分
に
現
場
に
到
着
し
、
す
ぐ
に
消

火
活
動
に
あ
た
り
、
火
災
は
〇
時
五
〇
分
に
鎮
火
さ
れ
た
。
当
時
の
現
場

の
状
況
を
考
慮
す
る
と
通
り
に
面
し
て
い
る
二
階
の
部
屋
で
発
見
さ
れ
た

意
識
不
明
の
（inanim

ées

）
三
名
を
救
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

思
わ
れ
た
。
そ
の
後
す
ぐ
に
、
救
助
隊
員
が
ス
ラ
イ
ド
梯
子
（échelle à 

coulisse

）
を
用
い
て
窓
か
ら
こ
の
部
屋
に
侵
入
し
た
。
一
人
目
の
被
救

助
者
は
、
一
時
五
分
に
こ
の
梯
子
に
よ
り
降
ろ
す
こ
と
が
で
き
、
現
場
に

居
合
わ
せ
た
医
療
班
に
よ
り
蘇
生
さ
せ
ら
れ
た
。
救
助
役
務
（services 

de secours

）
は
、
残
り
の
二
名
を
降
ろ
す
た
め
に
、
窓
の
高
さ
が
地
面

か
ら
四
メ
ー
ト
ル
し
か
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
消
火
活
動
用
の
自

動
回
転
梯
子
（l’échelle pivotante autom

atique

）
の
使
用
を
決
定
し

た
。
こ
れ
を
操
作
す
る
た
め
に
は
、
回
転
梯
子
に
ゴ
ン
ド
ラ
を
設
置
す
る
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必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
結
果
的
に
一
四
分
の
間
、
窓
の
す
ぐ
そ
ば
に
い
た

意
識
の
な
いJérôm

e M
erlot

氏
を
放
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
結
局
、

懸
命
の
治
療
が
行
わ
れ
た
が
、彼
を
蘇
生
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

本
件
は
、
被
害
者
で
あ
るJérôm

e M
erlot

氏
の
親
がLille

都
市
共
同

体
を
相
手
取
っ
て
息
子
の
死
亡
に
係
る
損
害
の
賠
償
を
請
求
し
た
事
案
で

あ
る
。
こ
の
請
求
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
右
の
よ
う
な
諸

事
実
を
確
認
し
た
上
で
、「
本
件
事
案
の
状
況
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
、

被
害
者
の
居
合
わ
せ
た
場
所
の
高
さ
が
わ
ず
か
で
あ
っ
た
こ
と
、
救
助
隊

が
利
用
し
え
た
人
的
、
物
的
手
段
、
及
び
、Jérôm

e M
erlot

氏
を
地
面

に
運
ぶ
た
め
に
必
要
な
時
間
的
猶
予
に
鑑
み
る
と
、
本
件
に
お
け
る
救
助

作
業
の
展
開
（déroulem

ent

）
は
、Lille

都
市
共
同
体
の
賠
償
責
任
を

生
ぜ
し
め
る
性
質
の
フ
ォ
ー
ト
を
構
成
す
る
過
誤
を
帯
び
た
も
の
と
し
て

み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
判
決
を
見
る

と
、
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
の
認
定
に
当
た
り
、
具
体
的
な
救
助
隊
員
個
人
の

義
務
違
反
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
当
該
救
助
作
業
を
全
体
的
に

と
ら
え
て
、
そ
こ
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
か
否
か
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
で
あ
ろ
う
。

　

３　

個
別
的
フ
ォ
ー
ト
と
匿
名
的
フ
ォ
ー
ト
─
─
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
行

政
法
学
に
お
い
て
は
、
特
定
の
識
別
さ
れ
う
る
公
務
員
に
よ
っ
て
犯
さ
れ

た
「
個
別
的
フ
ォ
ー
ト
（faute individuell

（
（6
（e

）」
た
る
“
役
務
の
フ
ォ
ー

ト
（faute “de” service

）”
と
、
そ
の
行
為
主
体
が
特
定
の
公
務
員
と

し
て
明
確
な
態
様
で
現
れ
な
い「
匿
名
的
フ
ォ
ー
ト（faute anonym

（
（6
（e

）」

た
る
“
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
（faute “du” service

）”
と
が
区
別
し
て
論

じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

（
（6
（6
（6
（

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
論
者
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ

の
よ
う
な
区
別
は
、
判
例
に
お
い
て
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
何
ら

か
の
実
際
的
な
意
義
を
有
す
る
わ
け
で
は
な

（
（6
（

い
。
な
ぜ
な
ら
、
結
局
の
と

こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
個
別
的
フ
ォ
ー
ト
も
、
法
律
構
成
上
、
公
役
務
そ
れ

自
（
（6
（

体
な
い
し
公
法
人
自
身
に
よ
っ
て
犯
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ト
と
し
て
み
な
さ

れ
る
か
ら
で
あ

（
（6
（

る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
、Jean W

aline

は
、Jean Rivero

に
よ
る
記
述

を
基
本
的
に
引
き
継
ぐ
形

（
（7
（

で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
は
、
公
務
員
の
個
人
的
な
責
め
に
帰
せ
し
め
ら
れ
な

い
。
こ
れ
は
、Pelletier

判
決
に
由
来
す
る
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
と
個
人
的

フ
ォ
ー
ト
の
最
も
基
本
的
な
区
別
の
問
題
で
あ
る
。
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に

お
い
て
は
、
公
務
員
の
人
格
は
斟
酌
さ
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
公
務
員
は
、

役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に
つ
い
て
被
害
者
に
対
し
て
も
行
政
に
対
し
て
も
賠
償

責
任
を
負
わ
な
い
。
そ
の
賠
償
責
任
は
、
当
該
公
務
員
が
属
す
る
公
法
人

に
ま
で
直
接
的
に
さ
か
の
ぼ
る
。
し
た
が
っ
て
、時
に
な
さ
れ
る
よ
う
に
、

明
確
に
特
定
さ
れ
た
公
務
員
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
役
務
の
フ
ォ
ー
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ト
（faute de service

）
と
、
そ
の
全
体
に
お
い
て
よ
く
管
理
さ
れ
て

い
な
い
行
政
の
匿
名
的
か
つ
団
体
的
な
フ
ォ
ー
ト
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て

真
の
行
為
主
体
を
発
見
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
役
務
の
フ
ォ
ー
ト

（faute du service
）と
を
区
別
す
る
理
由
は
な
い
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、

公
務
員
の
人
格
は
、法
的
な
議
論
と
は
全
く
無
関
係
な
ま
ま
で
あ

（
（7
（

る
」と
。

二　

直
接
的
性
格

　

右
の
よ
う
な
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
の
「
匿
名
的
性
格
」
は
、
こ
の
概
念
な

い
し
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に
よ
る
賠
償
責
任
の
「
直
接
的
性
格
」
を
明
ら
か

に
す

（
（7
（

る
。
す
な
わ
ち
、「
公
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
は
、
そ
の
起
源
に
関
し
て

い
え
ば
、
そ
れ
が
役
務
の
運
営
の
際
に
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
役
務
の
管
理

者
た
る
公
法
人
（personne publique gestionnaire du service

）
が

直
接
的
に
引
き
受
け
る
と
こ
ろ
の
フ
ォ
ー
ト
と
し
て
現
れ

（
（7
（

る
」。
つ
ま
り
、

役
務
の
フ
ォ
ー
ト
は
、
公
務
員
を
介
す
る
こ
と
な
く
直
接
的
に
公
役
務
な

い
し
公
法
人
に
帰
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、公
役
務
な
い
し
公
法
人
は
、

法
律
構
成
上
、
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
の
行
為
主
体
と
し
て
解
さ
れ
る
の
で

あ
（
（7
（

る
。
こ
の
よ
う
な
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
概
念
の
理
解
は
、D

uez

及
び

Bonnard

を
中
心
と
し
た
伝
統
的
な
学
説
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
伝
統
的
な
学
説
は
、
自
己
責
任
的
法
律

構
成
に
よ
り
国
家
賠
償
責
任
を
認
め
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
例
を
実

証
的
に
分
析
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
前
節
で
紹
介
し
たM

aurice 

H
auriou

の
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
理
論
を
基
本
的
に
踏
襲
す
る
こ
と
に
よ

り
、
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
概
念
な
い
し
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に
よ
る
賠
償
責
任

の
直
接
的
性
格
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

１　

伝
統
的
な
学
説
─
─
前
節
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
か
か
る
法
解

釈
を
先
駆
的
に
示
し
た
の
は
、Édouard Laferrière

で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、Laferrière

は
、
既
に
一
八
八
八
年
の
時
点
に
お
い
て
、「
役
務
の

フ
ォ
ー
ト
は
、
そ
の
役
務
の
組
織
編
成
に
お
け
る
瑕
疵
の
結
果
と
し
て
、

ま
た
、
そ
の
活
動
方
法
又
は
監
督
方
法
に
お
け
る
不
備
の
結
果
と
し
て
、

国
家
自
身
に
よ
っ
て
犯
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
国
家

賠
償
責
任
は
、
民
法
典
一
三
八
四
条
に
規
定
さ
れ
た
他
人
に
つ
い
て
の
責

任
で
は
な
く
、直
接
責
任（responsabilité directe

）と
な
る
。
つ
ま
り
、

公
役
務
が
フ
ォ
ー
ト
の
行
為
主
体
と
し
て
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
賠
償

を
行
う
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
公
役
務
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
国
家
で

あ
（
（7
（

る
」
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
論
告
担
当
官
で
あ
るLéon Blum

も
、
一
九
一
八
年
に
下
さ

れ
た
《Lem

onnier

判
決
》
の
論
告
に
お
い
て
、
国
又
は
そ
の
他
の
公

法
人
の
賠
償
責
任
が
、
民
法
典
一
三
八
四
条
の
使
用
者
責
任
と
は
明
確
に

区
別
さ
れ
る
こ
と
を
強
調
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
公
法
人
が
賠
償
責
任
を
負
う
の
は
、
主
人
（patron

）
と
し
て
で
も
、
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雇
用
者
（em

ployeur

）
と
し
て
で
も
な
い
。
主
人
の
賠
償
責
任
は
、
加

害
者
で
あ
る
被
用
者
の
第
一
次
的
な
賠
償
責
任
（responsabilité 

principale
）
を
必
然
的
に
前
提
と
す
る
保
証
責
任
（responsabilité de 

garantie

）
で
あ
り
、
第
二
次
的
な
賠
償
責
任
（responsabilité 

secondaire

）
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
権
限
裁
判
所
及
び
コ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
の
一
致
し
た
判
例
は
、
原
則
と
し
て
、
明
確
に
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に

つ
い
て
の
公
務
員
の
第
一
次
的
な
賠
償
責
任
を
排
除
し
て
い
る
。
国
は
、

第
二
次
的
に
で
も
な
く
、
公
務
員
の
主
人
と
し
て
で
も
な
く
、
第
一
次
的

に
役
務
の
管
理
者
（gérant du service
）
と
し
て
賠
償
責
任
を
負
う
の

で
あ

（
（7
（

る
」
と
。

　

さ
ら
に
、D

uez

も
、
一
九
二
七
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
公
権
力
の
賠
償

責
任
』
と
題
さ
れ
た
体
系
書
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、「
公
役
務
の
賠
償
責
任
は
、
第
一
次
的
な
賠
償
責
任

（responsabilité prim
aire

）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、た
だ
ち
に
、か
つ
、

直
接
的
に
責
任
を
負
う
べ
き
は
、行
政
財
産
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

民
法
典
一
三
八
四
条
の
下
に
お
い
て
、
賠
償
責
任
が
、
伝
統
的
な
解
釈
に

よ
れ
ば
、
次
に
フ
ォ
ー
ト
（
悪
し
き
選
任
、
監
督
上
の
瑕
疵
）
の
反
駁
で

き
な
い
推
定
の
効
果
に
よ
っ
て
、主
人
、使
用
者
に
さ
か
の
ぼ
る
た
め
に
、

ま
ず
、
受
託
者
、
被
用
者
と
い
う
個
人
に
つ
い
て
現
れ
た
こ
と
と
対
照
的

で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、国
、県
、コ
ミ
ュ
ー
ン
及
び
公
施
設
法
人
は
、

公
務
員
の
使
用
者
又
は
主
人
と
し
て
で
は
な
く
、
悪
し
き
態
様
で
運
営
さ

れ
た
公
役
務
の
管
理
者
と
し
て
、
賠
償
責
任
を
負
う
べ
き
旨
宣
告
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
民
法
典
一
三
八
四
条
が
前
提
と
す
る
人
格
の
二
重
性
は
、
有

機
体
理
論
に
類
似
す
る
《
公
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
》
と
い
う
観
念
に
よ
り
消

滅
す
る
。
す
な
わ
ち
、
公
務
員
の
法
人
格
は
消
滅
す
る
の
で
あ
る
。
公
務

員
の
法
人
格
は
、
行
政
事
業
（entreprise adm

inistrative

）
に
よ
っ

て
吸
収
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
際
、
公
務
員
は
、
そ
の
行
政
事
業
の
単

な
る
歯
車
、
単
な
る
機
関
と
な
る
。
公
務
員
は
、
公
役
務
か
ら
切
り
離
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
公
役
務
と
一
体
を
な
し
、
公
役
務
に
溶
解
す
る
の
で

あ
（
（7
（

る
」

（
（7
（

と
。

　

こ
のD

uez

及
び
先
に
引
用
し
たBonnard

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な

伝
統
的
な
学
説
は
、
そ
の
後
の
学
説
に
お
い
て
も
基
本
的
に
維
持
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、Francis-Paul Bénoit

は
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
公
共
団
体
は
、
い
っ
た
ん
公
務
員
個
人
に
生

じ
た
賠
償
責
任
を
引
き
受
け
る
わ
け
で
は
な
い
。
悪
し
き
態
様
で
運
営
さ

れ
た
の
は
ま
さ
に
役
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
直
接
的
に
賠
償
責
任
を
負
う

の
は
役
務
そ
れ
自
体
な
の
で
あ
る
」、「
そ
れ
ゆ
え
、
実
際
に
損
害
の
原
因

と
な
っ
た
公
務
員
を
見
つ
け
出
し
問
責
す
る
こ
と
は
全
く
必
要
と
さ
れ
な

い
。
損
害
を
被
っ
た
被
害
者
が
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
も
っ

ぱ
ら
当
該
役
務
そ
れ
自
体
が
正
常
に
運
営
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
の
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み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、《
Ｘ
市
・
・
・
が
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し
た
》
と

い
う
行
政
判
例
に
お
い
て
よ
く
見
ら
れ
る
表
現
は
、
法
的
観
点
か
ら
非
常

に
正
確
に
現
実
を
言
い
表
す
も
の
な
の
で
あ

（
（7
（

る
」
と
。
同
じ
よ
う
に
、

Christophe Guettier

も
、「
実
際
、
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
が
存
す
る
場
合

に
は
、
あ
た
か
も
行
政
裁
判
官
が
、
そ
の
行
為
主
体
で
あ
る
公
務
員
を
意

図
的
に
無
視
し
、
被
害
者
に
よ
る
賠
償
請
求
に
お
い
て
問
題
と
な
る

フ
ォ
ー
ト
を
犯
し
た
の
が
当
該
公
法
人
自
身
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
の

よ
う
に
全
て
は
進
行
す
る
。
つ
ま
り
、
現
実
に
存
在
す
る
の
は
、
も
は
や

他
人
の
所
為
に
よ
る
賠
償
責
任
で
は
な
く
、
個
人
的
所
為
〔
＝
本
人
の
所

為
〕（fait personnel

）
に
よ
る
賠
償
責
任
の
特
殊
な
類
型
な
の
で
あ
る

（
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
法
人
の
賠
償
責
任
が
問
題
と
な
る
場
合
で
す
ら

そ
う
な
の
で
あ
る
）。
被
害
者
も
、
行
政
で
す
ら
、
公
務
員
に
賠
償
請
求

を
行
う
こ
と
は
で
き
な

（
（8
（

い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に
よ
る
賠
償
責
任
は「
直
接
責
任
」

な
い
し
「
第
一
次
的
責
任
」
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
メ
ル
ク

マ
ー
ル
は
論
者
に
よ
っ
て
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

特
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
公
務
員
の
フ
ォ
ー
ト
の
立
証
を

要
す
る
か
否
か
と
い
う
責
任
要
件
の
次
元
に
お
け
る
メ
ル
ク
マ
ー

（
（8
（

ル
と
公

務
員
が
被
害
者
又
は
国
家
と
の
関
係
に
お
い
て
賠
償
責
任
又
は
求
償
責
任

を
負
う
か
と
い
う
法
的
効
果
の
次
元
に
お
け
る
メ
ル
ク
マ
ー

（
（8
（

ル
で
あ
る
。

伝
統
的
に
、民
法
上
の
使
用
者
責
任
は
、原
則
と
し
て
、被
用
者
の
フ
ォ
ー

ト
を
成
立
要
件
と
し
、
ま
た
、
被
用
者
は
被
害
者
か
ら
も
使
用
者
か
ら
も

賠
償
又
は
求
償
を
求
め
ら
れ
う
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
責
任

規
範
は
、一
般
に
間
接
責
任
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に
よ
る
賠
償
責
任
は
、
そ
れ
が
公
務
員
の
フ
ォ
ー
ト
で

は
な
く
公
役
務
そ
れ
自
体
な
い
し
公
法
人
自
身
の
フ
ォ
ー
ト
に
基
づ
く
責

任
で
あ
り
、
ま
た
、
公
務
員
が
被
害
者
に
対
し
て
も
国
家
に
対
し
て
も
一

切
の
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
直
接
責
任
と
解
さ
れ
て
き
た
の

で
あ

（
（8
（8
（8
（

る
。か
く
の
如
く
解
さ
れ
る
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に
よ
る
賠
償
責
任
は
、

ま
さ
に
自
己
責
任
的
法
律
構
成
に
基
づ
く
責
任
規
範
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。

　

２　

判
例
─
─
そ
れ
で
は
、以
上
の
よ
う
な
伝
統
的
な
学
説
の
基
礎
と

な
っ
て
い
る
自
己
責
任
的
法
律
構
成
を
と
る
判
例
と
は
、ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。こ
こ
で
は
、具
体
的
に
、い
く
つ
か
の
判
例
を
紹
介

す
る
こ
と
と
す
る
。ま
ず
は
、《V

ille de Cognac

判
（
（8
（

決
》
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
事
案
は
、
市
民
プ
ー
ル
に
お
い
て
規
則
に
よ
り
許
可
な

く
利
用
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
の
飛
び
込
み
台

か
ら
飛
び
込
ん
だ
少
年
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
事
故
の
被
害
者
が
、

市
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
判
決
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
許
可
な
く
飛
び
込
み
台
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を
利
用
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
規
則
を
利
用
者
に
実
効
的
に
遵
守
さ
せ
う
る

よ
う
な
監
視
体
制
を
整
え
る
こ
と
を
怠
っ
た
点
に
お
い
て
、「Cognac

市

は
、・
・
・
当
該
事
故
の
被
害
者
に
対
す
る
自
己
の
賠
償
責
任
を
生
ぜ
し

め
る
性
質
の
役
務
の
組
織
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し
た
」
と
判
示
し
て

い
る
。

　

ま
た
、《Com

m
une de Bar-sur-Loup

判
（
（8
（

決
》
も
同
様
の
判
断
枠
組

み
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
事
案
は
、
あ
る
コ
ミ
ュ
ー
ン
が
化
粧
品
業
者

（entreprises de parfum
erie

）
に
可
燃
性
物
質
を
ゴ
ミ
捨
て
場
に
廃

棄
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
当
該
ゴ
ミ
捨
て
場
の
平
坦
化

（nivellem
ent

）
を
行
う
職
責
を
担
っ
て
い
た
請
負
業
者
が
、ト
ラ
ク
タ
ー

で
の
作
業
中
に
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
車
両
に
重
大
な
損

害
を
被
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
判
決
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
イ

ユ
・
デ
タ
は
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
が
そ
の
廃
棄
物
が
非
常
に
燃
え
や
す
い
物
質

で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
る
危
険
性
を
請

負
業
者
に
警
告
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
を
理
由
と
し
て
、「
コ

ミ
ュ
ー
ン
は
、
か
く
し
て
、
当
該
請
負
業
者
に
対
す
る
自
己
の
賠
償
責
任

を
生
ぜ
し
め
る
性
質
の
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し
た
」
と
判
示
し
、
コ
ミ
ュ
ー
ン

の
部
分
的
な
賠
償
責
任
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
近
年
下
さ
れ
た
《Renard

判
（
（8
（

決
》
に
お
い
て
も
、
あ
る
公

共
団
体
の
職
員
が
職
場
で
の
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害
を
訴
え
た
事
件

に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
公
共
団
体
に
は
所
属
す
る
職
員
の

「
安
全
を
保
障
し
身
体
的
な
健
康
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と

る
義
務
」
が
あ
る
と
し
た
上
で
、「
そ
の
職
場
で
受
動
喫
煙
に
さ
ら
さ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
上
の
問
題
が
生
じ
た
と
主
張
す
る
公
務
員
は
、・・・

自
身
の
所
属
す
る
公
共
団
体
が
上
記
の
義
務
に
対
し
て
フ
ォ
ー
ト
を
構
成

す
る
違
反
を
犯
し
た
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
当
該
公
共
団
体
の
賠
償
責
任

を
追
及
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。

　

３　

伝
統
的
な
学
説
に
対
す
る
批
判
─
─
し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
よ

う
な
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
概
念
な
い
し
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に
よ
る
賠
償
責
任

の
直
接
責
任
的
理
解
は
、
と
り
わ
け
戦
後
の
学

（
（8
（

説
に
お
い
て
批
判
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ

（
（8
（

た
。
そ
こ
で
、
主
に
批
判
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
自

然
人
た
り
え
な
い
公
役
務
な
い
し
公
法
人
は
そ
れ
自
体
に
お
い
て
は

フ
ォ
ー
ト
を
犯
す
こ
と
が
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
に
直
接

的
に
フ
ォ
ー
ト
を
帰
責
す
る
と
い
う
点
で
あ

（
（9
（

る
。
伝
統
的
な
学
説
は
、
こ

の
点
を
論
拠
と
し
て
、
私
法
上
の
責
任
規
範
と
の
関
係
に
お
け
る
公
法
上

の
責
任
規
範
の
自
律
性
を
強
調
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
右
の
学
説
に
よ

れ
ば
、
事
実
上
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し
う
る
の
は
公
務
員
の
み
で
あ
る
こ
と

か
（
（9
（

ら
、
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に
よ
る
賠
償
責
任
も
、
実
際
に
は
、
公
務
員
の

フ
ォ
ー
ト
に
よ
る
賠
償
責
任
で
あ
り
、
民
法
に
お
け
る
他
人
の
所
為
に
よ

る
賠
償
責
任
（
使
用
者
責
任
）
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
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う
の
で
あ

（
（9
（

る
。

　

例
え
ば
、Chapu

（
（9
（s

は
、
伝
統
的
な
学
説
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
「
相
当

子
供
染
み
た
擬
人
化
（anthropom

orphism
e assez puéril

）」
に
よ

る
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
、
同
じ
よ
う
に
、
こ
れ
を
「
空
想
的

（chim
ériqu

（
（9
（e

）」
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
たLéon D

uguit

に
賛
同
し

て
い

（
（9
（

る
。
と
い
う
の
も
、Chapus

に
よ
れ
ば
、個
人
、す
な
わ
ち
、人
間
、

こ
の
場
合
に
は
公
務
員
し
か
、
行
動
し
又
は
フ
ォ
ー
ト
を
犯
す
こ
と
は
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、「
公
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
と
い
う
表
現
は
、
国
の
フ
ォ
ー

ト
若
し
く
は
行
政
の
フ
ォ
ー
ト
と
い
う
表
現
（
あ
る
い
は
、《
公
役
務
に

よ
っ
て
犯
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ト
》
と
い
う
表
現
・
・
・
）
と
同
じ
よ
う
に
、

隠
喩
（m

étaphore

）
又
は
比
喩
的
な
表
現
で
し
か
あ
り
え
ず
、
あ
る
い

は
ま
た
、
一
つ
の
表
現
の
仕
方
（une façon de parler
）
と
言
っ
て
も

い
い
か
も
し
れ
な

 
 （
 （

い
」と
い
う
の
で
あ
る
。同
様
に
、Marcel W

aline

も
、

「
行
政
法
に
お
い
て
、
個
人
的
所
為
〔
＝
本
人
の
所
為
〕
に
よ
る
賠
償
責

任
は
決
し
て
存
在
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
国
又
は
公
共
団
体
の
よ
う
な
公

法
人
は
、
常
に
必
然
的
に
自
然
人
で
あ
る
公
務
員
を
介
し
て
行
動
す
る
か

ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
公
法
人
の
賠
償
責
任
は
、
常
に
、
物
の
所
為

に
よ
る
賠
償
責
任
で
な
い
限
り
他
人
の
所
為
に
よ
る
賠
償
責
任
で
あ

（
（9
（

る
」、

「
法
人
に
帰
せ
し
め
ら
れ
る
加
害
行
為
を
犯
し
た
の
は
、
常
に
一
人
又
は

複
数
の
自
然
人
で
あ
る
。我
々
が
、《
コ
ミ
ュ
ー
ン
が
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し
た
》

と
言
う
場
合
、
こ
の
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し
た
の
は
、
市
町
村
会
（conseil 

m
unicipal

）、
当
該
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
長
、
又
は
当
該
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
職
員

で
あ
る
。
我
々
が
、国
が
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し
た
と
言
う
場
合
、こ
の
フ
ォ
ー

ト
を
犯
し
た
の
は
、
大
臣
、
地
方
長
官
、
又
は
国
の
公
務
員
の
誰
か
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
個
人
的
所
為
〔
＝
本
人
の
所
為
〕
に
つ
い
て
の

行
政
法
人
の
賠
償
責
任
も
、
行
政
法
人
の
フ
ォ
ー
ト
も
存
在
し
な
い
の
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
法
人
は
フ
ォ
ー
ト
を
犯
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
法
人
を
代
理
し
、
フ
ォ
ー
ト
を
犯
す
の
は
、
自
然
人
な
の
で

あ
（
（9
（

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

４　

現
在
の
法
状
況
─
─
し
か
し
な
が
ら
、Sébastien Gouhier

に

よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
学
説
に
は
多
大
な
影
響
を
与
え
た
が
、

判
例
に
は
全
く
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
と
い

（
（9
（

う
。
実
際
、コ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
は
、
近
年
の
判
決
に
お
い
て
も
相
変
わ
ら
ず
、「
国
は
自
己
の
賠
償

責
任
を
生
ぜ
し
め
る
性
質
の
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し

（
（10
（

た
」、「
国
に
よ
っ
て
犯
さ

れ
た
フ
ォ
ー

（
（10
（

ト
」、「
ナ
ン
ト
市
は
自
己
の
賠
償
責
任
を
生
ぜ
し
め
る
性
質

の
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し

（
（10
（

た
」、「
行
政
は
自
己
の
賠
償
責
任
を
生
ぜ
し
め
る
性

質
の
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し

（
（10
（

た
」
と
い
っ
た
表
現
を
頻
繁
に
用
い
て
い
る
。
つ

ま
り
、「
裁
判
官
は
、た
と
え
公
法
人
が
実
際
に
は
行
動
し
な
い
と
し
て
も
、

役
務
の
フ
ォ
ー
ト
の
行
為
主
体
が
公
法
人
で
あ
る
か
の
よ
う
に
扱
っ
て

い
（
（10
（

る
」
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
実
際
上
の
行
為
主
体
（auteur 
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m
atériel

）」
と
「
法
的
な
行
為
主
体
（auteur juridique

）」
と
が
理
論

的
に
区
別
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

（
（10
（

る
。Paillet

に
言
わ
せ
れ
ば
、
そ
れ
は
、

一
種
の
「
擬
制
（fiction

）」
な
の
で
は
あ
る
が
、
単
な
る
言
葉
の
技
巧

で
は
な
く
右
の
よ
う
な
判
例
の
実
態
を
整
合
的
に
説
明
す
る
た
め
の
一
つ

の
手
法
な
の
で
あ

（
（10
（

る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
か
か
る
法
解
釈
は
、
公
役
務
の

運
営
に
お
い
て
問
題
と
な
る
フ
ォ
ー
ト
の
多
く
が
組
織
的
な
活
動
の
産
物

で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
組
織
体
で
あ
る
公
法
人
自
身
の
フ
ォ
ー
ト
を

認
定
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
フ
ォ
ー
ト
の
実
体
に
整
合
的
な
法
解
釈

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、右
の
よ
う
な
学
説
は
、

判
例
実
証
主
義
的
な
色
彩
を
色
濃
く
帯
び
る
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
学
に
あ
っ

て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
例
の
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
今
日
で
は
、
ほ
と
ん
ど
議
論
に
な
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

実
際
、
近
年
の
学
説
に
お
い
て
は
、
法
人
は
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し
え
な
い
こ

と
か
ら
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に
よ
る
賠
償
責
任
も
他
人
の
所
為
に
よ
る
賠
償

責
任
で
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
議
論
は
、「
今
日
時
代
遅
れ
の
す
た
れ
た

も
の
と
な
っ
て
い

（
（10
（

る
」、
あ
る
い
は
、「
こ
の
よ
う
な
議
論
は
今
日
終
わ
っ

た
も
の
で
あ
り
、
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
の
存
在
は
も
は
や
ほ
と
ん
ど
異
論
の

余
地
が
な

（
（10
（

い
」
と
評
さ
れ
て
い

（
（10
（

る
。

　

な
お
、
右
の
よ
う
に
戦
後
の
学
説
は
公
法
上
の
責
任
規
範
を
私
法
上
の

責
任
規
範
に
接
近
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
法
上
の
責
任
規
範
の
自
律
性

の
相
対
化
を
図
っ
た
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、

こ
の
点
に
限
っ
て
い
え
ば
、
そ
れ
と
は
逆
の
ベ
ク
ト
ル
に
お
い
て
、
す
な

わ
ち
、
私
法
上
の
責
任
規
範
が
公
法
上
の
責
任
規
範
に
接
近
す
る
と
い
う

形
（
（11
（

で
、
公
法
上
の
責
任
規
範
の
自
律
性
が
相
対
化
し
て
い

（
（11
（

る
。
具
体
的
に

言
う
と
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
破
毀
院
の
判
例
に
お
い
て
は
、
被
用
者

の
賠
償
責
任
が
制
限
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
使
用
者
責
任
の
直
接
責
任
的

理
解
が
有
力
に
な
っ
て
い

（
（11
（

る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
、
被
用
者
が
「
使

用
者
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
任
務
の
限
度
を
超
え
る
こ
と
な
く
行
動
し

た
」
場
合
に
は
、
被
用
者
の
第
三
者
に
対
す
る
賠
償
責
任
は
生
じ
な
い
、

言
い
換
え
れ
ば
、
被
用
者
は
「
自
身
の
職
務
か
ら
切
り
離
し
う
る
個
人
的

フ
ォ
ー
ト
」
に
つ
い
て
し
か
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
、
と
い
う
解
釈
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ

（
（11
（

る
。
か
か
る
法
解
釈
は
、
行
政
判
例

か
ら
直
截
的
に
着
想
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

（
（11
（1
（11
（

る
。
ま
た
、
中

原
太
郎
准
教
授
に
よ
る
と
、
近
年
の
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
お
い
て
は
、
医
療

事
故
事
例
に
お
い
て
法
人
の
組
織
・
運
営
の
瑕
疵
を
指
摘
す
る
判
決
が
現

れ
て
お
り
、
法
人
の
組
織
・
運
営
上
の
フ
ォ
ー
ト
に
よ
る
賠
償
責
任
が
使

用
者
責
任
の
補
完
法
理
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
と
い

（
（11
（

う
。
さ
ら
に
、
フ

ラ
ン
ス
債
務
法
改
正
に
係
る
準
備
草
案
と
し
て
二
〇
〇
五
年
に
公
表
さ
れ

た
、い
わ
ゆ
る「
カ
タ
ラ
草
案
」は
、そ
の
一
三
五
三
条
に「
法
人
の
フ
ォ
ー

ト
は
代
理
人
に
よ
り
犯
さ
れ
る
フ
ォ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
組
織
又
は
運
営
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え
ら
れ
る
前
に
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
の
対
概
念
と
し
て
考
え
ら
れ
て

い
た
。
そ
の
内
容
よ
り
も
先
に
概
念
の
輪
郭
が
知
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
学
説
は
、
今
日
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
、
役
務
の

フ
ォ
ー
ト
概
念
そ
の
も
の
を
検
討
す
る
こ
と
よ
り
も
役
務
の

フ
ォ
ー
ト
と
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
の
ペ
ア
を
検
討
す
る
こ
と
に
専
念

し
て
い
る
」（Laurent Richer, La faute du service public 

dans la jurisprudence du Conseil d'É
tat, Paris, Économ

ica, 
1978, p. Ⅹ

 ; V
oir égalem

ent, A
nne Jacquem

et-Gauché, 
La responsabilité de la puissance publique en France et 
en A

llem
agne. É

tude de droit com
paré, Paris, L.G.D

.J., 
2013, n

° 421.

）。

（
３
）V

oir, M
ichel Paillet, supra note 1, n

° 11.

（
４
）É

douard Laferrière, concl. sur T
.C

. 5 m
ai 1877, 

Laum
onier-Carriol, Rec. 441.

（
５
）Y

ves Gaudem
et, T

raité de droit adm
inistratif, t. 1, 

16
e éd., Paris, L.G.D

.J., 2001, n

° 1625.

（
６
）H

enri D
upeyroux, Faute personnelle et faute du 

service public. É
tude jurisprudentielle sur les 

responsabilités de l'adm
inistration et de ses agents, T

h. 
Paris, 1922, p. 64.

（
７
）
な
お
、Léon Blum

は
、
こ
の
区
別
の
基
準
に
つ
い
て
、
加

害
行
為
の
評
価
が
裁
判
官
に
行
政
行
為
を
評
価
す
る
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
せ
る
場
合
に
は
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
が
存
在
し
、
裁
判
官
が

（
１
）M

ichel Paillet, L
a faute du service public en droit 

adm
inistratif français, Paris, L.G.D

.J., 1980, n

° 12.

（
２
）V

oir, Pierre D
areste, Les voies de recours contre les 

actes de la puissance publique, P
aris, A

ugustin 
Challam

el, 1914, pp. 547-548 ; Jacques D
efrenois, L

a 
faute du service public, T

h. B
ordeaux, 1937, p. 10 ; 

M
ichel Paillet, supra note 1, n

° 16 ; M
aryse D

eguergue, 
Jurisprudence et doctrine dans l'élaboration du droit de 
la responsabilité adm

inistrative, Paris, L.G.D
.J., 1994, p. 

516 ; Bernard Puill, «Les fautes du préposé, s'inspirer 
de certaines solutions du droit adm

inistratif ?», J.C.P. 
1996.Ⅰ

. 3939, n

° 13.；

な
お
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
、

Laurent Richer

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
私
法
に
お
け
る
の
と
同
様
に
公
法
に
お
い
て
も
、
法
人
へ
の
行

為
の
帰
責
可
能
性
の
問
題
が
生
じ
る
。役
務
の
フ
ォ
ー
ト
概
念
は
、

何
よ
り
も
ま
ず
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
道
具
と
し
て
現

れ
た
も
の
で
あ
る
。
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
考

の
瑕
疵
に
由
来
す
る
フ
ォ
ー
ト
に
よ
っ
て
も
把
握
さ
れ
る
」
と
い
う
規
定

を
設
け
て
い

（
（11
（

る
。
こ
れ
ら
が
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
概
念
に
着
想
を
得
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
多
言
を
要
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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当
該
行
為
を
評
価
す
る
必
要
が
な
い
場
合
に
は
個
人
的
フ
ォ
ー
ト

が
存
在
す
る
と
述
べ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
なBlum

に
よ
る
“
客

観
的
基
準
”
と
の
対
比
に
お
い
て
、Laferrière

に
よ
る
基
準
は
、

“
主
観
的
基
準
”
と
し
て
整
理
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
（V

oir, 
Léon B

lum
, concl. sur C

.E
. 26 juillet 1918, É

poux 
Lem

onnier, S. 1918-1919.Ⅲ
. 41 ; Y

ves Gaudem
et, supra 

note 5, n

° 1625 ; Jean W
aline, D

roit adm
inistratif, 25

e 
éd., Paris, D

alloz, 2014, n

° 507.

）。
こ
の
よ
う
なBlum

の
客

観
的
基
準
は
、
同
じ
よ
う
に
管
轄
的
な
観
点
か
ら
行
政
行
為
と
個

人
的
所
為
を
区
別
し
た
《Pelletier
判
決
》
の
理
解
に
整
合
的
な

も
の
で
あ
る
が
、Jean-M

arie A
uby

とRoland D
rago

に
よ

れ
ば
、「
判
例
は
、
問
題
が
何
よ
り
も
ま
ず
管
轄
の
分
配
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
相
当
程
度
忘
れ
て
い
る
」
と
い
う

（Jean-M
arie A

uby et R
oland D

rago,T
raité de 

contentieux adm
inistratif, t. 1, 3

e éd., Paris, L.G.D
.J., 1984, 

n

° 434.

）。

（
８
）Jacques M

oreau et H
élène M

uscat, «Responsabilité 
des agents et responsabilité de l’adm

inistration», J.-Cl. 
A

., fasc. 806, 2012, n

° 35.

（
９
）V

oir, H
enri D

upeyroux, supra note 6, pp. 63 et s. ; 
Jean-Claude M

aestre, L
a responsabilité pécuniaire des 

agents publics en droit français, Paris, L.G.D
.J., 1962, pp. 

90 et s., 221 et s. ; D
ouc Rasy, Les frontières de la faute 

personnelle et de la faute de service en droit adm
inistratif 

français, Paris, L.G.D
.J., 1963, pp. 25 et s.

（
10
）
実
際
、
近
年
の
判
例
に
お
い
て
は
、
患
者
の
生
死
に
か
か
わ
る

医
療
過
誤
の
情
報
を
隠
ぺ
い
し
た
医
師
の
行
動
が
「
職
業
倫
理

（déontologie de la profession

）
に
照
ら
し
、・
・
・
許
さ
れ

ざ
る
性
格
（caractère inexcusable

）」
を
有
す
る
も
の
で
あ

る
と
し
て
（C.E. 28 décem

bre 2001, V
alette, Rec. 680, 

A
.J.D

.A
. 2002, p. 359, concl. Rém

y Schw
artz.

）、
あ
る
い

は
、
司
法
警
察
の
職
務
執
行
中
に
犯
さ
れ
た
暴
行
が
「
職
務
上
及

び
職
業
倫
理
上
の
要
請
に
関
す
る
義
務
に
対
す
る
意
図
的
か
つ
許

さ
れ
ざ
る
違
背
」
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
（Crim

. 14 juin 
2005, G

illes H
., E

rik L
., A

gent judiciaire du T
résor, 

Bull. crim
. n

° 178, A
.J.D

.A
. 2006, p. 1058, note Clotilde 

D
effi

gier.

）、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
が
認
定
さ
れ
て
い
る

（
後
述
の
《Papon

判
決
》
も
参
照
）。

（
11
）M

arceau Long, Prosper W
eil, Guy Braibant, Pierre 

D
elvolvé et Bruno Genevois, L

es grands arrêts de la 
jurisprudence adm

inistrative, Paris, D
alloz, 19

e éd., 2013, 
p. 11.

（
12
）V

oir, G
eorges V

edel et Pierre D
elvolvé, D

roit 
adm

inistratif, t. 1, 12
 e éd., Paris, P.U

.F., 1992. p. 560.
（
13
）V

oir, T
.C. 9 décem

bre 1899, D
eyres, Rec. 729 ; T

.C. 
décem

bre 1907, V
auriot, R

ec. 924 ; T
.C

. 2 m
ai 1914, 
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W
atelin. Rec. 529 ; T

.C. 9 m
ai 1914, Fabes et A

urignac, 
Rec. 571 ; C.E. 9 juillet 1928, T

hom
as c. Ruaux, Rec. 872.

（
14
）René Chapus, D

roit adm
inistratif général, t. 1, 15

e éd., 
Paris, M

ontchrestien, 2001, n

° 1523 ; V
oir égalem

ent, 
Patrice Chrétien, N

icolas Chifflot et M
axim

e T
ourbe, 

D
roit adm

inistratif, 14
e éd., Paris, Sirey, 2014, n

° 761.

（
15
）René Chapus, supra note 14, n

° 1523.

（
16
）V

oir, Philippe F
oillard, D

roit adm
inistratif, 3

e éd., 
Bruxelles, Larcier, 2014, p. 412.

（
17
）Jacques M

oreau et H
élène M

uscat, supra note 8, n

° 1 
; Y

ves G
audem

et, D
roit adm

inistratif, 20
e éd., Paris, 

L.G.D
.J., 2012, n

° 329.

（
18
）Y

ves Gaudem
et, supra note 17, n

° 329 ; Jacqueline 
M

orand-D
eviller, D

roit adm
inistratif : Cours, thèm

es de 
réflexion, com

m
entaires d'arrêts avec corrigés, 13

e éd., 
Paris, L.G.D

.J., 2013, p. 707 ; Patrice Chrétien, N
icolas 

Chiffl
ot et M

axim
e T

ourbe, supra note 14, n

° 768.

（
19
）P

aul D
uez et G

uy D
ebeyre, T

raité de droit 
adm

inistratif, Paris, Libraire D
alloz, 1952, p. 694.

（
20
）V

oir, D
ouc Rasy, supra note 9 ; Jean-Claude M

aestre, 
supra note 9 ; Philippe W

eckel, «L'évolution de la 
notion de faute personnelle», R

.D
.P

. 1990, p. 1525 ; 
Jacques M

oreau et H
élène M

uscat, supra note 8, n

° 38 

et s. ; Céline M
angem

atin, La faute de fonction en droit 
privé, Paris, D

alloz, 2014, n

° 325.

（
21
）D

aniel Labetoulle, concl. sur T
.C

. 13 fevrier 1984, 
Bousm

aha, L.P.A
. 26 novem

bre 1984, p. 6.

（
22
）V

oir, C.E. 18 novem
bre 1988, M

inistre de la défense c. 
É

poux R
aszew

ski, Rec. 416.

（
23
）C.E. 8 novem

bre 1995, Ferron, Rec. 1029.

（
24
）T

.C. 30 juin 1949, Lam
botin, Rec. 606.

（
25
）Jean-C

laude M
aestre, supra note 9, pp. 92 et s. ; 

M
ichel Paillet, supra note 1, n

° 24.

（
26
）Léon D

uguit, L
'É

tat, les gouvernants et les agents, 
Paris, A

. Fontem
oing, 1903, pp. 638, 644 et 651 ; M

artine 
Lom

bard, G
illes D

um
ont et Jean Sirinelli, D

roit 
adm

inistratif, 10
e éd., Paris, D

alloz, 2013, n

° 904 ; Pierre-
Laurent Frier et Jacques Petit, D

roit adm
inistratif, 9

e 
éd., Paris, L.G

.D
.J., 2014, n

° 1016 ; Philippe F
oillard, 

supra note 16, p. 413.

（
27
）V

oir, Léon M
ichoud, «D

e la responsabilité de l'État à 
raison des fautes de ses agents», R

.D
.P. 1895.Ⅰ

. 404 ; 
G

aston Jèze, «La responsabilité des patrim
oines 

adm
inistratifs au cas de faute personnelle des agents 

publics», R
.D

.P. 1910, p. 76 et 1914, p. 569.

（
28
）Gilles Lebreton, D

roit adm
inistratif général, 7

e éd., 
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Paris, D
alloz, 2013, n

° 371 ; Jean W
aline, supra note 7, n

° 
509 ; Pierre-Laurent Frier et Jacques Petit, supra note 
26, n

° 1016 ; Patrice C
hrétien, N

icolas C
hifflot et 

M
axim

e T
ourbe, supra note 14, n

° 768.

（
29
）V

oir, Y
ves Gaudem

et, supra note 5, n

° 1626 et s. ; 
Philippe Foillard, supra note 16, p. 413.

（
30
）C.E. 21 avril 1937, D

em
oiselle Q

uesnel, Rec. 413.

（
31
）C.E. 27 février 1981, Com

m
une de Chonville-M

alaum
ont, 

Rec. 116.

（
32
）V

oir, H
élène M

uscat, note sous C
.E

. 2 m
ars 2007, 

Banque française com
m

erciale de l'O
céan Indien, J.C.P. 

A
. 2007, n

° 2231.

（
33
）T

.C. 19 octobre 1998, Préfet du T
arn c. Cour d’appel 

de T
oulouse, R

ec. 822, J.C
.P

. 1999.Ⅱ
. 10225, concl. 

Jerry Sainte-Rose, note A
dhém

ar du Cheyron, D
. 1999, 

p. 127, note O
livier Gohin.

（
34
）
こ
の
よ
う
に
、
刑
事
上
の
フ
ォ
ー
ト
（
犯
罪
）
が
必
ず
し
も
個

人
的
フ
ォ
ー
ト
を
構
成
し
な
い
こ
と
は
、
古
く
か
ら
認
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（T

.C. 14 janvier 1935, T
hépaz, Rec. 

224.

）。

（
35
）
近
年
、
破
毀
院
も
か
か
る
法
解
釈
を
継
承
し
て
い
る
（V

oir, 
Jacques M

oreau et H
élène M

uscat, supra note 8, n

° 
36.

）。
例
え
ば
、
海
辺
の
公
有
地
に
許
可
な
く
建
築
さ
れ
た
レ
ス

ト
ラ
ン
を
放
火
す
る
よ
う
地
方
長
官
に
よ
っ
て
密
か
に
命
じ
ら
れ

た
憲
兵
ら
が
当
該
命
令
を
実
行
し
、
そ
れ
が
後
日
露
見
し
た
事
件

に
つ
い
て
、
破
毀
院
は
、
明
示
的
に
本
判
決
を
引
用
し
た
上
で
、

右
憲
兵
ら
が
地
方
長
官
の
命
令
に
基
づ
き
職
務
の
執
行
の
一
環
と

し
て
役
務
の
手
段
等
を
用
い
て
個
人
的
な
利
益
を
追
求
す
る
こ
と

な
く
行
動
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
を

否
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
地
方
長
官
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る

命
令
も
受
け
る
こ
と
な
く
自
身
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ
り
右
命
令

を
行
っ
た
と
し
て
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
が
認
め
ら
れ
て
い
る（Crim

. 
13 octbre 2004, Bonnet, M

azères et autres, Bull. crim
. n

° 
243.

）。

（
36
）
な
お
、Patrice Chrétien

、N
icolas Chiffl

ot

及
びM

axim
e 

T
ourbe

の
共
著
の
教
科
書
に
よ
れ
ば
、「
命
令
の
執
行
は
、
当

該
命
令
が
明
白
に
違
法
で
あ
る
場
合
に
は
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
を
構

成
し
う
る
。
な
ぜ
な
ら
、
公
務
員
は
、
そ
の
執
行
が
一
般
利
益
に

反
す
る
場
合
又
は
公
役
務
の
運
営
を
混
乱
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
場

合
に
は
、
当
該
命
令
に
背
く
義
務
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
」
と
さ

れ
て
い
る
（Patrice Chrétien, N

icolas Chiffl
ot et M

axim
e 

T
ourbe, supra note 14, n

° 768 ; V
oir égalem

ent, Y
ves 

Gaudem
et, supra note 5, n

° 1634 ; Benoît D
elaunay, «Le 

point de vue du publiciste : la faute de service de 
l'agent public», R

esponsabilité civile et assurances m
ars 

2013, pp. 33-34 ; C.E. Sect. 10 novem
bre 1944, Langneur, 
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Rec. 288 ; Crim
. 30 septem

bre 2008, n

° 07-82. 249, A
.

J.D
.A

. 1801, note Séverine Brondel.

）。
た
だ
、こ
の《Préfet 

du T
arn

判
決
》
や
註
（
35
）
で
紹
介
し
た
破
毀
院
の
判
決
の
よ

う
に
、
問
題
と
な
っ
た
命
令
が
明
白
に
違
法
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、個
人
的
フ
ォ
ー
ト
の
認
定
が
否
定
さ
れ
た
判
決
も
あ
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
命
令
が
明
白
に
違
法
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
必

ず
し
も
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
が
認
定
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
（V

oir, Jacques M
oreau et 

H
élène M

uscat, supra note 8, n

° 76 ; Jérôm
e T

ravard, La 
victim

e et l'évolution de la responsabilité adm
inistrative 

extracontractuelle, Paris, Éditions M
are &

 M
artin, 2013, 

pp. 221-222

）。

（
37
）O

livier Gohin, supra note 33, p. 127.

（
38
）Ibid., p. 129.

（
39
）V

oir, Jacqueline M
orand-D

eviller, supra note 18, p. 
707 ; V

oir égalem
ent, H

enri D
upeyroux, supra note 6, pp. 

136 et s. ; M
aryse D

eguergue, «Y
 a t-il une "subsidiarisation" 

dans le droit de la responsabilité adm
inistrative ?», 

dans V
ers de nouvelles norm

es en droit de la responsabilité 
publique ? , Paris, Senat, 2001, p. 113.

（
40
）C.E. 17 décem

bre 1999, M
oine, Rec. 425.

（
41
）Y

ves Gaudem
et, supra note 17, n

° 330.

（
42
）V

oir égalem
ent, Y

ves G
audem

et, supra note 5, n

° 

1629 ; Pierre-Laurent Frier et Jacques Petit, supra note 
26, n

° 1016 ; Bertrand Seiller, D
roit adm

inistratif : 2. 
L'action adm

inistrative, 5
e éd., Paris, Flam

m
arion, 2014, 

p. 278.

（
43
）Philippe Foillard, supra note 16, p. 413.

（
44
）Gilles Lebreton, supra note 28, n

° 372.

（
45
）M

ichel Paillet, supra note 1, n

° 50 ; V
oir égalem

ent, 
Benoît D

elaunay, supra note 36, p. 34.

（
46
）R

oger B
onnard, note sous C

.E
. 23 janvier 1931, 

G
arcin, S. 1931.Ⅲ

. 98 ; V
oir égalem

ent, Just Luchet, 
L'A

rrêt blanco. La thèse de la com
pétence adm

inistrative 
en m

atière de responsabilité civile de l'É
tat, Paris, 

Recueil Sirey, 1935, pp. 74-75.

（
47
）M

ichel Paillet et E
m

m
anuel B

reen, «F
aute de 

service. N
otion», J.-C

l. A
. fasc. 818, 2011, n

° 19 ; V
oir 

égalem
ent, M

ichel Paillet, supra note 1, n

° 56 ; M
aryse 

D
eguergue, supra note 2, p. 163 ; Christophe Guettier, 

«La responsabilité en droit adm
inistratif», Philippe Le 

T
ourneau, D

roit de la responsabilité et des contrats, 10
e 

éd., Paris, D
alloz, 2014, n

° 408.
（
48
）V

oir, C
harles V

autrot-Schw
arz, L

a qualification 
juridique en droit adm

inistratif, Paris, L.G.D
.J., 2009, n

° 
549 ; Christophe Guettier, supra note 47, n

° 155.
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（
49
）B

ertrand Seiller, supra note 42, p. 278 ; V
oir 

égalem
ent, Gilles Lebreton, supra note 28, n

° 372.

（
50
）D

ouc Rasy, supra note 9, p. 70.

（
51
）H

enry D
upeyroux, supra note 6, p. 215.

（
52
）Georges V

edel et Pierre D
elvolvé, supra note 12, p. 

552.

（
53
）
な
お
、
以
上
の
よ
う
な
法
解
釈
の
背
景
に
は
、
厳
格
な
身
分
規

定
に
服
し
、
職
務
の
執
行
に
当
た
っ
て
個
人
的
な
行
動
の
自
由
を

ほ
と
ん
ど
有
し
な
い
公
務
員
を
保
護
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
実
際

的
な
要
請
が
存
在
す
る
（Christophe Guettier, supra note 

47, n

° 155 ; V
oir égalem

ent, Benoît D
elaunay, supra note 

36, p. 35.

）。

（
54
）C.E. 4 m

ars 1991, C
om

m
une de Saint-L

ary-Soulan, 
R

ec. 750, D
. 1992, som

m
. p. 143, obs. Pierre B

on et 
Philippe T

erneyre ; V
oir égalem

ent, Pierre Sandevoir, 
«La Responsabilité des com

m
unes dans l'organisation 

et l'exploitation des pistes de ski», dans Les collectivités 
locales. M

élanges en l'honneur de Jacques M
oreau, Paris, 

Econom
ica, 2003, p. 397.

（
55
）V

oir, M
ichel R

ougevin-B
aville, L

a responsabilité 
adm

inistrative, Paris, H
achette, 1992, p. 129.

（
56
）Guy Braibant et Bernard Stirn, Le droit adm

inistratif 
français, 7

e éd., Paris, D
alloz-Sirey, 2005, p. 326.

（
57
）M

ichel Paillet et Em
m

anuel Breen, supra note 47, n

° 
22.

（
58
）H

enri D
upeyroux, supra note 6, p. 213.

（
59
）V

oir égalem
ent, M

ichel R
ougevin-B

aville, R
enaud 

D
enoix de Saint M

arc et D
aniel Labetoulle, Leçons de 

droit adm
inistratif, Paris, H

achette, 1989,  p. 335 ; 
Sophie Grossrieder-T

issot, Faute et illégalité dans la 
responsabilité publique, T

h. N
ancyⅡ

, 1999, p. 324 ; 
Sophie B

oissard, concl. sur C
.E

. A
ss. 12 avril 2002, 

Papon, A
.J.D

.A
. 2002, p. 423 ; M

artine Lom
bard, Gilles 

D
um

ont et Jean Sirinelli, supra note 26, n

° 910.

（
60
）V

oir égalem
ent, Jacques D

efrenois, supra note 2, p. 
28 ; H

afida Belrhali, Les coauteurs en droit adm
inistratif, 

Paris, L.G.D
.J., 2003, p. 107 ; Patrice Chrétien, N

icolas 
Chiffl

ot et M
axim

e T
ourbe, supra note 14, n

° 761.

（
61
）V

oir, M
aurice H

auriou, note sous C
.E

. 20 janvier 
1911, É

poux D
elpech, S. 1911.Ⅲ

. 138-139.

（
62
）C

.E
. 29 décem

bre 1999, C
om

m
unauté urbaine de 

Lille, Rec. 436.

（
63
）
な
お
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
加
害
行
為
の
主
体
で
あ
る
公

務
員
が
明
確
な
場
合
に
は
、
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
の
認
定
に
当
た
っ

て
当
該
公
務
員
個
人
が
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し
た
と
い
う
代
位
責
任
的

な
認
定
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
し
、
か
か
る
フ
ォ
ー
ト
も
、



フランス国家賠償責任法の規範構造（４）

北法65（4・95）889

法
律
構
成
上
、
公
役
務
そ
れ
自
体
な
い
し
公
法
人
自
身
に
帰
責
さ

れ
る
フ
ォ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
実
際
、
都
市
計

画
証
明
書
の
交
付
の
遅
延
に
起
因
す
る
損
害
が
問
題
と
な
っ
た

《V
idal

判
決
》（C.E. 6 juin 2012, M

. et M
m

e. V
idal, Rec. 

895, A
.J.D

.A
. 2012, p. 2019, note Jérôm

e T
rém

eau.

）
に

お
い
て
は
、「V

idal

夫
妻
が
一
九
九
九
年
か
ら
求
め
て
い
た
都

市
計
画
証
明
書
が
二
〇
〇
四
年
四
月
二
〇
日
ま
で
交
付
さ
れ
な

か
っ
た
点
に
お
い
て
、A

ubignan

市
長
は
市
の
賠
償
責
任
を
生

ぜ
し
め
る
性
質
の
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し
た
」と
し
て“
市
長
が
フ
ォ
ー

ト
を
犯
し
た
”
と
い
う
認
定
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
フ
ォ
ー

ト
は
、
結
果
的
に
「A

ubignan
市
に
よ
っ
て
犯
さ
れ
た
フ
ォ
ー

ト
（faute com

m
ise par la com

m
une d'A

ubignan

）」
と
し

て
み
な
さ
れ
て
い
る
。

（
64
）
な
お
、Raym

ond O
dent

は
、「
公
役
務
の
悪
し
き
組
織
又

は
悪
し
き
運
営
に
起
因
す
る
フ
ォ
ー
ト
、
す
な
わ
ち
、
特
定
の
一

人
又
は
複
数
の
公
務
員
の
個
人
的
な
活
動
に
結
び
つ
け
ら
れ
え
な

い
匿
名
的
フ
ォ
ー
ト
」
を
「
厳
密
な
意
味
で
の
役
務
の
フ
ォ
ー
ト

（fautes de service proprem
ent dites

）」
と
称
し
て
い
る

（Raym
ond O

dent, Contentieux adm
inistratif, t. 2, Paris, 

D
alloz, 2007, Réim

pression de l'édition publiée en 1977-
1981, p. 59.

）。

（
65
）V

oir, M
aryse D

eguergue, supra note 2, p. 163 ; Y
ves 

G
audem

et, supra note 5, n

° 1673 ; Y
ves G

audem
et, 

supra note 17, n

° 353 ; M
arceau Long, Prosper W

eil, 
Guy Braibant, Pierre D

elvolvé et Bruno Genevois, supra 
note 11, p. 838 ; Philippe Foillard, supra note 16, p. 402.

（
66
）
こ
れ
ら
を
あ
え
て
訳
し
分
け
る
と
す
れ
ば
、«faute de 

service»

は
「
役
務
上
の
フ
ォ
ー
ト
」、«faute du service»

は

「
役
務
そ
れ
自
体
の
フ
ォ
ー
ト
」
と
訳
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
か
か
る
区
別
に
は
何
ら

か
の
実
際
的
な
意
義
が
存
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
役
務
の

フ
ォ
ー
ト
の
中
に
も
代
位
責
任
的
法
律
構
成
に
な
じ
み
や
す
い
類

型
が
存
在
し
う
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
点
に
お
い
て
理
論
的

な
意
義
は
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
前
者

の
類
型
の
中
に
は
、
例
え
ば
、
公
立
病
院
の
外
科
医
が
手
術
ミ
ス

を
犯
し
た
よ
う
な
場
合
や
県
設
備
局
の
技
術
者
が
公
文
書
偽
造
を

行
っ
た
場
合
（
前
述
の
《Préfet du T

arn

判
決
》
参
照
）
の

よ
う
に
代
位
責
任
的
法
律
構
成
に
な
じ
み
や
す
い
役
務
の
フ
ォ
ー

ト
も
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
前
款
で
示
し
た
よ
う
に
役
務
の

フ
ォ
ー
ト
概
念
は
拡
張
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
類
型
は
多
種
多
様
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
当
然
、
そ
の
す
べ
て
が
自
己
責
任
的
法
律
構
成

に
な
じ
み
や
す
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

（
67
）V

oir, M
ichel Paillet, supra note 1, n

° 42 ; M
ichel 

Rougevin-Baville, supra note 55, p. 59 ; M
arcel Sousse, 

L
a notion de réparation de dom

m
ages en droit 

adm
inistratif français, Paris, L.G

.D
.J. 1994, p. 157 ; 
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Benoît D
elaunay, L

a faute de l'adm
inistration, Paris, 

L.G
.D

.J., 2007, n

° 6 ; A
nne Jacquem

et-G
auché, supra 

note 2, n

° 422.

（
68
）
な
お
、
公
役
務
と
い
う
概
念
は
、
基
本
的
に
は
「
一
般
利
益
の

需
要
を
充
足
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
」
を
意
味
す
る
概

念
で
あ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
当
該
活
動
に
つ
い
て
管
理
運

営
を
担
う
行
政
組
織
」
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。

（
69
）V

oir, Sébastien Gouhier, E
ssai d'une théorie générale 

de la responsabilité en droit adm
inistratif, T

h. Le M
ans, 

2000, p. 486 ; C.E. 6 juin 2012, M
. et M

m
e. V

idal, Rec. 
895, A

.J.D
.A

. 2012, p. 2019, note Jérôm
e T

rém
eau.

（
70
）Jean Rivero, D

roit adm
inistratif, Paris, D

alloz, 1960, 
n

° 273.

（
71
）Jean W

aline, supra note 7, n

° 473 ; V
oir égalem

ent, 
M

ichel Rougevin-Baville, Renaud D
enoix de Saint M

arc 
et D

aniel Labetoulle, supra note 59, p. 336 ; Gilles D
arcy, 

La responsabilité de l'adm
inistration, Paris, D

alloz, 1996, 
pp. 68-69 ; M

artine Lom
bard, Gilles D

um
ont et Jean 

Sirinelli, supra note 26, n

° 908.

（
72
）M

ichel Paillet et Em
m

anuel Breen, supra note 47, n

° 
20-26.

（
73
）M

ichel Paillet, supra note 1, n

° 57.

（
74
）V

oir, Louis de Gastines, L
es présom

ptions en droit 

adm
inistratif, Paris, L.G

.D
.J. 1991, n

° 199 ; Jérôm
e 

T
ravard, supra note 36, p. 644 ; A

nne Jacquem
et-

Gauché, supra note 2, n

° 415-416 ; Benoît Cam
guilhem

, 
R

echerche sur les fondem
ents de la responsabilité sans 

faute en droit adm
inistratif, Paris, D

alloz, 2014, n

° 357.

（
75
）É

douard L
aferrière, T

raité de la juridiction 
adm

inistrative et des recours contentieux, t. 2, 1
re éd., 

Paris/N
ancy, Berger-Levrault, 1888, p. 178. ; 

こ
の
部
分
の

記
述
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
六
年
に
出
版
さ
れ
た
第
二
版
に
お
い

て
も
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
（Édouard Laferrière, 

T
raité de la juridiction adm

inistrative et des recours 
contentieux, t. 2, 2

e éd., Paris/N
ancy, Berger-Levrault, 

1896, p. 189.

）。

（
76
）Léon Blum

, supra note 7, p. 44.

（
77
）Paul D

uez, La responsabilité de la puissance publique, 
Paris, D

alloz, 1927, pp. 11-12 ; V
oir égalem

ent, Jacques 
D

efrenois, supra note 2, p. 28.

（
78
）
な
お
、D

uez

は
、
そ
の
後
も
、
こ
の
よ
う
な
理
解
を
基
本
的

に
維
持
し
て
い
た
が
、
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に
よ
る
賠
償
責
任
の
使

用
者
責
任
に
対
す
る
自
律
性
に
つ
い
て
は
、
相
対
化
し
て
い
る
部

分
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
（Paul D

uez, La 
responsabilité de la puissance publique, Paris, D

alloz, 
2012, Réim

pression de l'édition publiée en 1938 (2
e éd.), 
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p. 21.

）。

（
79
）Francis-Paul Bénoit, L

e droit adm
inistratif français, 

Paris, D
alloz, 1968, n

° 1292.

（
80
）Christophe Guettier, La responsabilité adm

inistrative, 
Paris, L.G

.D
.J., 1996, p. 52 ; V

oir égalem
ent, M

ichel 
Paillet, L

a responsabilité adm
inistrative, Paris, D

alloz, 
1996, n

° 127-128.

（
81
）V

oir, M
ichel Paillet, supra note 1, n

° 301 ; Philippe Le 
T

ourneau, La responsabilité civile, Paris, D
alloz, 3

e éd., 
1982, n

° 73; Pierre-Laurent Frier et Jacques Petit, supra 
note 26, n

° 949.

（
82
）V

oir, R
ené C

hapus, R
esponsabilité publique et 

responsabilité privée. L
es influences réciproques des 

jurisprudences adm
inistrative et judiciaire, 2

e éd., Paris, 
L.G.D

.J., 1957, n

° 180 ; M
ichel Paillet, supra note 1, n

° 
302 ; Christophe Guettier, supra note 47, n

° 155.

（
83
）V

oir, M
aurice H

auriou, note sous T
.C

. 29 février 
1908, Feutry, S. 1908.Ⅲ

. 97 ; Pierre D
areste, supra note 

2, pp. 536 et s. ; Louis T
rotabas, «La responsabilité de 

l'État en droit interne», R
.D

.P
. 1932, p. 681 ; Philippe 

Le T
ourneau, supra note 81, n

° 73 ; C
écile B

enoît-
Renaudin, L

a responsabilité du préposé, Paris, L.G.D
.J., 

2010, n

° 542.

（
84
）
な
お
、
後
述
の
よ
う
に
、
以
上
の
よ
う
な
使
用
者
責
任
と
役
務

の
フ
ォ
ー
ト
に
よ
る
賠
償
責
任
の
対
比
構
造
は
、
近
年
、
変
化
し

つ
つ
あ
る
。

（
85
）C.E. 9 juillet 1975, V

ille de Cognac, Rec. 413.

（
86
）C.E. 5 m

ai 1976, Com
m

une de Bar-sur-Loup, R
.D

.P. 
1976, p. 1388.

（
87
）C.E. 30 décem

bre 2011, R
enard, Rec. 1140, A

.J.D
.A

. 
2012, p. 891, note, N

athalie Baruchel et H
afida Belrhali-

Bernard.

（
88
）
伝
統
的
な
学
説
は
、
以
上
の
よ
う
な
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
概
念
な

い
し
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に
よ
る
賠
償
責
任
の
「
匿
名
的
性
格
」
及

び
「
直
接
的
性
格
」
を
前
面
に
押
し
出
す
こ
と
に
よ
り
、
私
法
上

の
諸
規
範
に
対
す
る
公
法
上
の
諸
規
範
の
「
自
律
的
性
格

（caractère autonom
e

）」
を
強
調
し
て
き
た
（Paul D

uez, 
supra note 78, pp. 18 et s. ; V

oir égalem
ent, Jean-

B
ernard A

uby, «L
'autonom

ie du régim
e de la 

responsabilité des personnes publiques en droit français 
: l'É

tat du dossier», dans L
es obligations en droit 

français et en droit belge, Bruxelles/Paris, Bruylant/
D

alloz, 1994, p. 302.

）。
こ
の
よ
う
な
自
律
性
の
主
張
は
、
行

政
裁
判
所
の
管
轄
を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（M

arcel Sousse, supra note 67, pp. 
64-66 ; Jérôm

e T
ravard, supra note 36, p. 641.

）。
こ
れ
に
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対
し
て
、
戦
後
の
学
説
は
、
私
法
上
の
賠
償
責
任
に
対
す
る
公
法

上
の
賠
償
責
任
の
自
律
的
性
格
を
相
対
化
し
、
両
者
を
一
元
的
に

把
握
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
か
か
る
学
説
の
登
場
に
は
、
そ
の
時

代
背
景
が
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
時
代

は
、
国
家
が
戦
後
復
興
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
介
入
し
て
い

た
時
期
で
あ
り
、
賠
償
責
任
法
の
領
域
に
限
ら
ず
、
伝
統
的
な
学

説
に
お
け
る
公
法
と
私
法
の
枠
組
み
全
体
が
再
検
討
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
（M

arcel Sousse, supra note 67, p. 70 ; H
enri 

M
azeaud, «D

éfense du droit privé», D
. 1946, chr. p. 17 ; 

René Savatier, «D
roit privé et droit public», D

. 1946, 
chr. p. 25 ; Jean Rivero, «D

roit public et droit privé : 
Conquête, ou statu quo ?», D

. 1947, chr. p. 69 ; Charles 
Eisenm

ann, «D
roit public, droit privé (En m

arge d'un 
livre sur l'évolution du droit civil français du X

IX
e au 

X
X

e siècle)», R
.D

.P. 1952, p. 903.

）。
ま
た
、
こ
の
戦
後
の

学
説
が
、
国
家
賠
償
責
任
の
根
拠
論
と
の
関
連
に
お
い
て
、
国
家

自
身
の
フ
ォ
ー
ト
を
観
念
す
る
伝
統
的
な
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
理
論

か
ら
脱
却
し
、「
保
証
（garantie

）」、「
利
益
と
負
担
の
相
関

（corrélation entre avantages et charges

）」、「
利
益
と
リ

ス
ク
の
相
関
（corrélation entre l'intérêt et le risque

）」

と
い
っ
た
観
念
に
よ
り
国
家
賠
償
責
任
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
し
て

い
た
こ
と
も
、
伝
統
的
な
学
説
に
対
す
る
批
判
を
理
解
す
る
上
で

重
要
な
点
で
あ
る
と
い
え
る
（V

oir, Just Luchet, supra note 

46, pp. 54, 74 et s. ; Charles Eisenm
ann, «Sur le degré 

d'originalité du régim
e de la responsabilité extra-

contractuelle des personnes (collectivités) publiques», 
J.C.P. 1949. I. 751, n

° 4 et s. ; René Chapus, supra note 
82, n

° 245.

）。
以
上
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
久
保
茂
樹
教
授
が

高
度
な
分
析
を
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
参

照
さ
れ
た
い
（「
フ
ラ
ン
ス
国
家
責
任
法
の
一
般
理
論
に
つ
い
て

の
再
検
討
（
二
）」
青
山
法
学
論
集
三
二
巻
一
号
（
一
九
九
〇
年
）

一
〇
六
頁
以
下
）。

（
89
）V

oir, Jean Guyénot, L
a responsabilité des personnes 

m
orales publiques et privées. C

onsidérations sur la 
nature et le fondem

ent de la responsabilité du fait 
d'autrui, Paris, L.G.D

.J. 1959 ; Benoît Plessix, L'utilisation 
du droit civil dans l'élaboration du droit adm

inistratif, 
Paris, L.G.D

.J., 2003, n

° 776 et s. ; Gabriel Eckert, «D
roit 

de la responsabilité adm
inistrative et m

odèle civiliste», 
dans L

a responsabilité adm
inistrative, T

ravaux de 
l'A

FD
A

-6, coll. Colloques et débats, Lexis-N
exis, 2013, p. 

14 ; Jérôm
e T

ravard, supra note 36, pp. 640 et s.

（
90
）
こ
の
点
を
先
駆
的
に
指
摘
し
て
い
た
の
は
、Léon D

uguit

で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、D

uguit

は
、「
人
は
団
体
の
フ
ォ
ー
ト
に
つ

い
て
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
団
体
の
人
格
と
い
う
の
は
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
で
あ
る
。・
・
・
個
人
の
み
が
自
覚
し
た
意
志
を
有
す
る
。
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し
た
が
っ
て
、
個
人
の
み
が
法
を
破
り
、
フ
ォ
ー
ト
、
不
法
行
為

又
は
犯
罪
を
犯
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
団
体
の
犯
罪
や

フ
ォ
ー
ト
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
全
く
の
比
喩
に
す
ぎ
な
い
」
と

述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
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第
四
章
：
代
位
責
任
規
範
の
形
成
と
発
展

第
一
節
：
フ
ォ
ー
ト
の
競
合

　

役
務
の
フ
ォ
ー
ト
と
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
な
い
し
国
家
賠
償
責
任
と
公
務

員
個
人
の
賠
償
責
任
は
、《Pelletier

判
決
》
の
厳
格
な
解
釈
か
ら
、
長

い
間
、
相
互
に
両
立
し
え
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き（

１
）た

。
例
え
ば
、

M
aurice H

auriou

は
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
の
外
側
に
、

独
り
で
自
己
の
個
人
的
所
為
に
つ
い
て
賠
償
責
任
を
負
う
べ
き
公
務
員
が

存
在
す
る
。
と
い
う
の
も
、
当
該
公
務
員
は
自
己
の
個
人
的
所
為
に
よ
っ

て
公
役
務
の
外
側
に
置
か
れ
る
か
ら
で
あ（

２
）る

」、「
行
政
の
賠
償
責
任
と
公

務
員
の
賠
償
責
任
は
競
合
し
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
連
帯
し
て
賠
償
責
任
を

負
わ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
か
つ
同
一
の
所
為
を
理
由
と
し
て
賠

償
責
任
を
負
う
こ
と
も
な（

３
）い

」
と
。

　

か
く
し
て
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
冒
頭
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
国
家

賠
償
責
任
法
に
お
い
て
は
、
被
害
者
が
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
相
手
方
は
、
公
務
員
の
加
害
行
為
が
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
と
認
定
さ
れ

た
場
合
に
は
国
家
の
み
に
限
定
さ
れ
、
そ
れ
が
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
と
認
定

さ
れ
た
場
合
に
は
公
務
員
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
か
か
る
法
的
仕
組
み
は
、
も
っ
ぱ
ら
後
者
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て

重
大
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
っ（

４
）た

。
そ
れ
は
、
公
務
員
の
「
支

払
不
能
（insolvabilité

）」
に
起
因
す
る
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
公
務

員
の
加
害
行
為
が
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
の
性
質
を
有
す
る
場
合
、
被
害
者
は

公
務
員
の
個
人
的
な
財
産
か
ら
賠
償
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
が
、そ
の
際
、

当
該
公
務
員
の
支
払
不
能
を
理
由
と
し
て
被
害
者
が
賠
償
を
受
け
ら
れ
な

い
ケ
ー
ス
が
頻
繁
に
生
じ
た
の
で
あ（

５
）る

。
こ
の
問
題
は
、
個
人
的
フ
ォ
ー

ト
と
し
て
性
格
づ
け
ら
れ
る
フ
ォ
ー
ト
が
、
多
く
の
場
合
、
重
大
な
損
害

に
結
び
つ
き
や
す
い
重
大
な
フ
ォ
ー
ト
で
あ
っ
た
だ
け
に
一
層
深
刻
で

あ
っ（

６
）た

。

　

そ
こ
で
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
右
の
問
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、

も
っ
ぱ
ら
「
衡
平
（équit （

７
）

é

）」
の
観
点
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
フ
ォ
ー
ト

の
競
合
（cum

ul des fautes

）」
及
び
「
賠
償
責
任
の
競
合
（cum

ul 

des responsabilités

）」
と
呼
ば
れ
る
原
理
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
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い
く
つ
か
の
新
た
な
責
任
規
範
を
形
成
し
た
。
本
章
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ら
の
責
任
規
範
を
形
成
し
、
発
展
さ
せ
て
き
た
判
例
の
分
析
を
通
し
て
、

こ
れ
ら
の
責
任
規
範
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
こ

こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
家
賠
償
責
任
法
に

お
け
る
原
則
的
責
任
規
範
は
、
あ
く
ま
で
、
競
合
の
な
い
役
務
の
フ
ォ
ー

ト
に
よ
る
賠
償
責
任
で
あ
り
、
右
の
よ
う
な
新
た
な
責
任
規
範
は
、
い
ず

れ
も
例
外
的
、
補
充
的
な
責
任
規
範
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に
よ
る
賠
償
責
任
と
い
う
原
則
的
責
任
規
範

が
フ
ラ
ン
ス
国
家
賠
償
責
任
の
“
コ
ア
”
を
形
成
し
て
お
り
、
い
く
つ
か

の
新
た
な
責
任
規
範
が
“
バ
ッ
フ
ァ
ー
”
と
し
て
、こ
の
“
コ
ア
”
を
覆
っ

て
い
く
構
造
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
章
に
お
け
る

研
究
は
、
結
果
と
し
て
国
家
賠
償
責
任
の
成
立
範
囲
の
限
界
を
示
す
こ
と

を
可
能
な
ら
し
め
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
前
者
の
フ
ォ
ー
ト
の
競
合
に
よ

る
国
家
賠
償
責
任
に
つ
い
て
、
求
償
関
係
も
踏
ま
え
て
検
討
を
加
え
る
こ

と
と
す
る
。

　

第
一
款
：
フ
ォ
ー
ト
の
競
合
の
原
形

　

ま
ず
、
最
初
に
誕
生
し
た
の
は
、
フ
ォ
ー
ト
の
競
合
原
理
で
あ
る
。
こ

の
競
合
原
理
は
、二
つ
に
区
別
さ
れ
る
所
為
が
、そ
れ
ぞ
れ
役
務
の
フ
ォ
ー

ト
と
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
を
構
成
し
、
そ
れ
ら
が
競
合
し
て
一
つ
の
損
害
を

生
ぜ
し
め
た
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ（

８
）る

。
こ
の
原

理
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
害
者
は
、
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
を
援

用
し
て
司
法
裁
判
所
に
公
務
員
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
す

る
か
、
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
を
援
用
し
て
行
政
裁
判
所
に
国
家
に
対
す
る
損

害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
か
、
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

な
り
、
そ
の
結
果
、
こ
の
場
合
に
は
公
務
員
の
支
払
不
能
の
リ
ス
ク
か
ら

解
放
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
般
的
に
、
フ
ォ
ー
ト
の
競
合
原
理
を
確
立
し
た
と
解
さ
れ
て
い
る
の

は
、
一
九
一
一
年
に
下
さ
れ
た
《A

nguet

判（
９
）決

》
で
あ
る
。
こ
の
判
決

の
事
案
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
る
夜
、
原
告
で
あ
る

A
nguet

氏
は
、
パ
リ
の
郵
便
局
を
訪
れ
た
。
用
事
を
済
ま
せ
た
同
氏
が

公
用
口
か
ら
出
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
公
用
口
は
、
正
規
の
終
業
時
刻
の

前
に
も
か
か
わ
ら
ず
閉
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
局
員
に
促
さ
れ
職
員

専
用
の
出
入
口
か
ら
出
よ
う
と
同
氏
が
局
内
を
歩
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
局

内
で
作
業
を
行
っ
て
い
た
二
人
の
局
員
が
、
同
氏
を
侵
入
者
と
勘
違
い
し

乱
暴
に
退
去
さ
せ
よ
う
と
し
た
結
果
、
同
氏
に
負
傷
を
負
わ
せ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
同
氏
が
こ
の
負
傷
に
よ
る
損
害
の
賠
償
を
求
め
て
国
を
相
手

取
っ
て
訴
訟
を
提
起
し
た
と
こ
ろ
、
所
轄
大
臣
は
、
本
件
事
案
に
お
い
て

賠
償
責
任
を
負
う
の
は
右
の
暴
行
に
よ
り
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し
た
二
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人
の
局
員
で
あ
っ
て
、
国
は
そ
の
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て
賠

償
責
任
を
負
わ
な
い
と
主
張
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
ま
ず
、
正
規
の
終
業
時
刻

の
前
に
、
か
つ
、A

nguet

氏
が
窓
口
で
の
用
事
を
終
え
る
前
に
、
公
用

口
が
閉
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
客
観
的
な
事
実
状
態
を
指
摘
し
た
上
で
、

本
件
事
故
は
、「
公
務
員
に
課
せ
ら
れ
る
個
人
的
な
賠
償
責
任
が
い
か
な

る
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
公
役
務
の
悪
し
き
運
営
（m
auvais 

fonctionnem
ent du service public

）
に
帰
責
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
判
示
し
、
国
の
賠
償
責
任
を
認
め
た
。
つ
ま
り
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
は
、
前
述
の
暴
行
を
行
っ
た
局
員
又
は
そ
の
他
の
局
員
の
具
体
的
な

行
為
を
捨
象
し
、右
の“
客
観
的
な
事
実
状
態
”の
み
か
ら
、役
務
の
フ
ォ
ー

ト
（
公
役
務
の
悪
し
き
運
営
）
を
認
定
し
、
国
の
賠
償
責
任
を
認
め
た
の

で
あ

（
（1
（

る
。
か
か
る
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
の
認
定
方
法
は
、
ま
さ
に
前
章
で
論

じ
た
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
概
念
の
「
匿
名
的
か
つ
客
観
的
性
格
（caractère 

anonym
e et objecti

（
（1
（f

）」
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

確
か
に
、
本
判
決
に
お
い
て
は
、A

nguet

氏
に
暴
行
を
加
え
た
加
害

公
務
員
が
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し
た
こ
と
、
ま
た
、
同
氏
の
損
害
の
直

接
的
か
つ
事
実
上
の
原
因
が
そ
の
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
に
あ
っ
た
こ
と
は
明

白
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
の
実
現
を
可
能

な
ら
し
め
た
の
は
、ま
さ
に
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
で
あ

（
（1
（

り
、言
い
換
え
れ
ば
、

役
務
の
フ
ォ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
は
存
在
し
え
な

か
っ
た
と
い
え

（
（1
（

る
。
つ
ま
り
、
本
件
に
お
い
てA

nguet

氏
が
被
っ
た
損

害
は
、
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
と
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
と
の
競
合
に
よ
り
生
ぜ
し

め
ら
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

本
判
決
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
国
の
賠
償
責
任
が
、
あ
く
ま
で
役
務

の
フ
ォ
ー
ト
に
よ
る
賠
償
責
任
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、

H
auriou

が
本
判
決
の
評
釈
に
お
い
て
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
国
は
、

原
告
に
暴
行
を
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
公
務
員
が
犯
し
た
個
人
的
フ
ォ
ー
ト

に
基
づ
き
賠
償
責
任
を
負
う
の
で
は
な
い
。
国
は
、
早
す
ぎ
た
公
用
口
の

閉
鎖
に
よ
る
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に
基
づ
き
賠
償
責
任
を
負
う
の
で
あ

（
（1
（

る
」。

　

か
く
し
て
、
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
が
存
在
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該

フ
ォ
ー
ト
が
生
ぜ
し
め
た
損
害
の
実
現
に
同
時
に
寄
与
し
た
と
認
め
ら
れ

る
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に

基
づ
い
て
国
家
賠
償
責
任
が
成
立
し
う
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
款
：
監
督
上
の
瑕
疵
に
よ
る
フ
ォ
ー
ト
の
競
合

　

右
の
よ
う
に
、《A

nguet

判
決
》
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た
役
務
の

フ
ォ
ー
ト
は
、
作
為
的
な
フ
ォ
ー
ト
（
正
規
の
終
業
時
刻
前
の
公
用
口
の
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閉
鎖
）
で
あ
り
、
ま
た
、
客
観
的
に
認
識
可
能
な
事
実
状
態
に
由
来
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、《A

nguet

判
決
》
以
降
の
判
例
に

お
い
て
は
、
不
作
為
の
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
競
合
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
原
理
の
適
用
範
囲
は
飛
躍
的

に
拡
大
し

（
（1
（

た
。
と
り
わ
け
、フ
ォ
ー
ト
の
競
合
の
典
型
例
と
な
っ
た
の
が
、

公
務
員
又
は
第
三
者
の
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
と
「
監
督
上
の
瑕
疵
（défaut 

de surveillanc

（
（1
（e

）」
と
が
併
存
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
あ

（
（1
（

る
。
た
だ
し
、

多
く
の
場
合
、
こ
の
監
督
上
の
瑕
疵
は
、
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
の
存
在
か
ら

“
推
定
（présom

ptio

（
（1
（n

）”
な
い
し
“
擬
制
（fictio

（
（1
（n

）”
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
認
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

場
合
の
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
と
損
害
の
間
の
因
果
関
係
は
、
非
常
に
緩
や
か

に
解
さ
れ
て
い
る
と
い
え

（
（2
（

る
。

　

具
体
的
な
例
を
挙
げ
る
と
、
県
の
精
神
病
院
に
入
院
し
て
い
た
患
者
が

看
護
師
の
虐
待
に
よ
り
死
亡
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
病
院
の
監
督
が
十
分

に
な
さ
れ
て
い
れ
ば
当
該
虐
待
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
し
て
、

病
院
の
監
督
上
の
瑕
疵
に
つ
い
て
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
が
認
定
さ
れ
て

い
（
（2
（

る
。
ま
た
、
あ
る
兵
士
が
個
人
的
な
目
的
の
た
め
に
軍
の
救
急
車
を
持

ち
出
し
役
務
外
で
衝
突
事
故
を
起
こ
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
当
該
車
両
が

駐
車
さ
れ
て
い
た
駐
車
場
に
お
け
る
軍
当
局
の
監
視
・
監
督
が
不
十
分
で

あ
っ
た
と
し
て
、
軍
当
局
の
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
が
認
定
さ
れ
て
い

（
（2
（

る
。

　

右
の
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
責
任
規
範
の
特
徴
は
、
問
題
と

な
る
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
の
性
格
と
は
無
関
係
に
、
さ
ら
に
は
当
該
個
人
的

フ
ォ
ー
ト
が
役
務
の
外
側
で
犯
さ
れ
た
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
と
い
う
点

に
あ

（
（2
（

る
。《M

inistre des arm
ées c. consorts O

ccelli

判
（
（2
（

決
》
は
、

ま
さ
に
、
こ
の
二
つ
の
特
徴
を
明
確
に
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ

の
事
案
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
と
あ
る
軍
の
キ
ャ
ン
プ
に
駐
留

し
て
い
た
四
人
の
兵
士
は
、
あ
る
夜
、
規
則
に
反
し
て
宿
舎
か
ら
抜
け
出

し
た
。
彼
ら
は
、
金
品
を
盗
む
こ
と
を
も
く
ろ
み
タ
ク
シ
ー
を
襲
い
、
そ

の
際
、
運
転
手
のO

ccelli

氏
を
殺
害
し
た
。
司
法
裁
判
所
が
右
兵
士
ら

に
対
し
て
有
罪
判
決
と
同
時
にO

ccelli

氏
の
遺
族
に
対
す
る
損
害
賠
償

を
命
じ
た
と
こ
ろ
、
兵
士
ら
に
は
支
払
能
力
が
な
か
っ
た
た
め
、
遺
族
は

国
に
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
。
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
こ
の
請
求
に
つ

い
て
、
四
人
の
兵
士
が
難
な
く
夜
の
点
呼
の
後
に
抜
け
出
し
朝
の
点
呼
の

前
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
上
で
、
右
の
兵

士
ら
の
所
為
が
、「
役
務
の
悪
し
き
組
織
及
び
キ
ャ
ン
プ
の
兵
士
ら
に
対

す
る
規
律
の
欠
如
」
に
よ
っ
て
の
み
可
能
な
ら
し
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

と
し
た
。
そ
し
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
さ
ら
に
、
兵
士
ら
の
一
人

に
前
科
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
軍
当
局
が
特
別
な
監
督
措
置
を
と
る

べ
き
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
怠
っ
た
こ
と
を
付
言
し
、「
か

く
し
て
、
行
政
は
、
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し
た
」
と
判
示
し
た
。
つ
ま
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り
、
こ
の
判
決
は
、
そ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
の
程
度
が

殺
人
と
い
う
極
め
て
重
大
な
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
当
該
フ
ォ
ー
ト
そ

れ
自
体
が
役
務
の
外
側
に
お
い
て
犯
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
の
兵
士
ら
に
対
す
る
監
督
上
の
瑕
疵
に
よ
る
役
務
の
フ
ォ
ー
ト

が
な
け
れ
ば
、
こ
の
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
が
犯
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と

し
て
、
国
に
賠
償
責
任
を
負
わ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
款
：
フ
ォ
ー
ト
の
競
合
と
求
償

　

以
上
の
よ
う
に
、
フ
ォ
ー
ト
の
競
合
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
個
人

的
フ
ォ
ー
ト
と
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
の
帰
責
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
、
被
害
者
と

の
関
係
に
お
い
て
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
で
は
、
ど
ち
ら

か
が
賠
償
金
を
支
払
っ
た
後
の
内
部
的
な
求
償
関
係
は
、
ど
の
よ
う
に
規

律
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

（
（2
（

か
。

　

ま
ず
原
則
を
確
認
す
る
と
、
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
と
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
の

帰
責
主
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ォ
ー
ト
の
存
在
及
び
重
大
性
に
応
じ
て
最

終
的
な
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
原
則
に
は
例
外

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、Christophe Guettier

に
よ
る
と
、

「
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
と
称
さ
れ
る
も
の
が
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
の
加
害
者
で

あ
る
公
務
員
を
監
督
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い

て
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
が
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
そ
の
フ
ォ
ー
ト
の
競
合
が
擬
制
的
な
も
の

で
あ
る
場
合
に
は
、
公
務
員
は
求
償
権
を
行
使
し
え
な

（
（2
（

い
」
と
い
う
。
逆

に
言
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
国
家
は
公
務
員
に
対
し
て
全
額
の

求
償
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ

（
（2
（

る
。
つ
ま
り
、
右
の
よ
う

な
場
合
に
認
定
さ
れ
る
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
を
援
用
で
き
る
の
は
被
害
者
の

み
で
あ
り
、
公
務
員
は
そ
れ
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ

（
（2
（

る
。

以
下
で
は
、
こ
の
原
則
と
例
外
を
重
要
判
例
に
沿
っ
て
確
認
し
て
い
る
こ

と
と
す
る
。

　

１　
《D

elville

判
決
》
─
─
右
の
原
則
を
確
立
し
た
の
は
、
一
九
五

一
年
の
《D

elville

判
（
（2
（

決
》
で
あ
る
。
そ
の
事
案
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
。
再
建
・
都
市
計
画
省
の
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
で
あ
っ
たD

elville

氏
は
、
職
務
中
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
酩
酊
状
態
に
お
い
て
ト
ラ
ッ

ク
を
運
転
し
、
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
。
こ
の
事
故
の
被
害
者
が
司
法
裁

判
所
に
お
い
て
同
氏
の
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
に
基
づ
き
損
害
賠
償
を
請
求
し

た
と
こ
ろ
、
こ
の
請
求
が
認
容
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
氏
は
、
被
害
者
に

損
害
賠
償
金
を
支
払
っ
た
。
本
件
は
、
同
氏
が
当
該
賠
償
金
の
求
償
を
国

に
対
し
て
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

　

こ
の
請
求
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
ま
ず
、「
あ
る
損
害

が
公
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
と
当
該
役
務
の
公
務
員
の
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
と
が
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結
合
し
た
効
果
に
よ
っ
て
第
三
者
に
生
じ
た
場
合
、
被
害
者
は
、
行
政
裁

判
所
に
お
い
て
行
政
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
、
司
法
裁
判
所
に
お
い
て
公

務
員
に
対
し
て
、
被
っ
た
損
害
の
全
額
に
つ
い
て
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
行
政
及
び
公
務
員
の
賠
償
の
負
担
に
対
す
る
最
終
的
な
寄

与
は
、
行
政
裁
判
官
に
よ
っ
て
個
々
の
事
案
に
お
い
て
認
定
さ
れ
る
各
々

の
フ
ォ
ー
ト
の
存
在
と
重
大
性
を
考
慮
し
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
一
般
的
な
規
範
を
定
立
し
た
。
そ
の
上
で
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
は
、
被
害
者
が
被
っ
た
損
害
が
、D

elville

氏
の
酩
酊
状
態
で
の
運

転（
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
）と
当
該
ト
ラ
ッ
ク
の
ブ
レ
ー
キ
の
整
備
不
良（
役

務
の
フ
ォ
ー
ト
）
と
が
結
び
つ
い
た
結
果
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認

め
、
各
々
の
フ
ォ
ー
ト
の
存
在
と
重
大
性
を
考
慮
し
、D

elville

氏
が
賠

償
額
の
半
分
を
国
に
請
求
す
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

　

２　
《Papon

判
決
》
─
─
こ
の
《D

elville

判
決
》
の
判
例
法
理
は
、

二
〇
〇
二
年
に
下
さ
れ
た
《Papon

判
（
（3
（

決
》
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
事
案
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。Gironde

県
の
県
庁
書

記
長
（secrétaire général de préfecture

）
の
地
位
に
あ
っ
た

M
aurice Papon

氏
は
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の
占
領
下
に
あ
っ
た
一
九
四
二

年
か
ら
一
九
四
四
年
の
間
に
ユ
ダ
ヤ
出
身
者
七
六
名
の
逮
捕
・
拘
禁
に
積

極
的
な
協
力
を
提
供
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
ユ
ダ
ヤ
出
身
者
は
、そ
の
後
、

列
車
で
移
送
さ
れ
、A

uschw
itz

（
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
）
に
強
制
収
容
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
九
八
年
四
月
二
日
、Gironde

重
罪
院
は
、

Papon

氏
に
対
し
て
人
道
に
対
す
る
罪
へ
の
加
担
を
理
由
に
懲
役
一
〇
年

の
有
罪
判
決
を
言
い
渡
し
、
公
民
権
等
を
剥
奪
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
九

八
年
四
月
三
日
、
同
重
罪
院
は
、Papon

氏
に
対
し
て
、
付
帯
私
訴
当
事

者
に
訴
訟
費
用
等
を
含
む
損
害
賠
償
と
し
て
総
額
四
百
七
十
二
万
フ
ラ
ン

の
賠
償
金
を
支
払
う
よ
う
に
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、Papon

氏
は
、

自
身
は
上
級
機
関
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
命
令
に
従
い
ド
イ
ツ
占
領
軍
の

圧
力
の
下
で
行
動
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
し
、
公
務
員
の
権
利
及

び
義
務
に
関
す
る
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
の
法
律
第
一
一

（
（3
（

条
に
基
づ
い

て
国
に
対
し
て
右
の
賠
償
金
を
負
担
す
る
よ
う
請
求
し
た
。

　

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
同
氏
が
、
ユ
ダ
ヤ
出
身
者
の
逮
捕
等
に
関
し

て
自
ら
進
ん
で
上
級
機
関
の
命
令
に
先
行
し
て
作
業
を
行
う
な
ど
、
こ
れ

に
積
極
的
な
協
力
を
提
供
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
に

運
ば
れ
た
者
の
中
に
は
多
数
の
子
供
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
指
摘

し
た
上
で
、「
か
か
る
行
動
は
、
ド
イ
ツ
占
領
軍
に
よ
り
利
害
関
係
人
〔
筆

者
注
：Papon

氏
〕
に
対
し
て
か
け
ら
れ
た
圧
力
の
み
に
よ
っ
て
は
説
明

さ
れ
え
ず
、
そ
の
所
為
及
び
結
果
の
例
外
的
な
重
大
性
に
鑑
み
れ
ば
、
許

さ
れ
ざ
る
性
格
（caractère inexcusable

）
を
帯
び
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
自
体
に
よ
り
職
務
の
執
行
か
ら
切
り
離
し
う
る
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
を

構
成
す
る
」
と
判
示
し
た
。
も
っ
と
も
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
当
時
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フ
ラ
ン
ス
政
府
が
反
ユ
ダ
ヤ
政
策
を
推
し
進
め
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
輸
送
に
協

力
し
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
国
の
側
に
も
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
が
あ
っ
た

こ
と
を
認
め
、賠
償
額
の
半
分
を
国
に
負
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

３　
《Laruelle
判
決
》
─
─
右
の
よ
う
な
原
則
に
つ
い
て
例
外
が
あ

る
こ
と
を
示
し
た
の
が
、
一
九
五
一
年
の
《Laruelle

判
（
（3
（

決
》
で
あ
る
。

そ
の
事
案
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
下
士
官
（sous-offi

cier

）

で
あ
っ
たLaruelle

氏
は
、
役
務
外
で
個
人
的
な
目
的
の
た
め
に
軍
用

車
を
運
転
し
て
い
る
際
に
事
故
を
起
こ
し
た
。
被
害
者
は
、「
軍
当
局
が

ガ
レ
ー
ジ
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
る
車
両
の
外
出
の
監
督
を
確
保
す
る

た
め
に
十
分
な
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
」
こ
と
に
よ
る
役
務
の
フ
ォ
ー
ト

に
基
づ
い
て
国
か
ら
損
害
賠
償
を
得
た
。
本
件
は
、
国
が
被
害
者
に
対
し

て
支
払
っ
た
右
賠
償
金
の
全
額
をLaruelle

氏
に
対
し
て
請
求
し
た
事

案
で
あ
る
。

　

こ
の
請
求
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
ま
ず
、「
公
共
団
体

の
公
務
員
（fonctionnaires et agents

）
は
、
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に
起

因
す
る
損
害
の
結
果
に
つ
い
て
、
当
該
公
共
団
体
に
対
し
て
金
銭
的
に
責

任
を
負
う
こ
と
は
な
い
が
、
当
該
公
務
員
が
公
共
団
体
に
生
ぜ
し
め
た
損

害
が
、
そ
の
職
務
の
執
行
か
ら
切
り
離
し
う
る
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
に
帰
責

す
べ
き
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
限
り
で
は
あ
り
え
な
い
」
と
い
う
一
般

的
な
規
範
を
定
立
し
た
。
そ
の
上
で
、Laruelle

氏
が
役
務
外
で
個
人
的

な
目
的
の
た
め
に
軍
用
車
を
用
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
か
く
し
て
、

Laruelle

氏
は
、
国
に
対
す
る
自
己
の
金
銭
的
な
賠
償
責
任
を
生
ぜ
し
め

る
性
質
の
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し
た
」
と
判
示
し
た
。
そ
し
て
、
本
件

に
お
い
て
は
、
軍
当
局
の
側
の
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
も
認
め
ら
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、Laruelle

氏
が
こ
れ
を
援
用
し
て
自
ら
の
責
任
の
軽
減
又
は
免

責
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
コ
ン
セ
イ

ユ
・
デ
タ
は
、
こ
の
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
が
、Laruelle

氏
が
ガ
レ
ー
ジ
の

管
理
者
を
欺
い
た
工
作
に
よ
っ
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

理
由
と
し
て
国
の
全
額
の
求
償
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

　

第
四
款
：
自
己
責
任
的
法
律
構
成
の
限
界

　

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
フ
ォ
ー
ト
の
競
合
に
よ
る
国
家
賠
償
責

任
は
、
責
任
要
件
の
次
元
に
お
い
て
は
、
自
己
責
任
規
範
た
る
役
務
の

フ
ォ
ー
ト
に
よ
る
賠
償
責
任
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
典
型

は
、《A

nguet

判
決
》、《D

elville

判
決
》
及
び
《Papon

判
決
》
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
判
決
に
お
い
て
認
定
さ
れ
て
い
る
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
（
正
規
の

終
業
時
刻
前
の
公
用
口
の
閉
鎖
、
事
故
車
両
の
整
備
不
良
、
反
ユ
ダ
ヤ
政

策
）
は
い
ず
れ
も
、個
人
的
フ
ォ
ー
ト
の
存
在
か
ら
“
推
定
”
な
い
し
“
擬

制
”
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
フ
ォ
ー
ト
か
ら
独
立
し
て
存
在
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（
１
）H

enri D
upeyroux, Faute personnelle et faute du 

service public. É
tude jurisprudentielle sur les 

responsabilités de l’adm
inistration et de ses agent, T

h. 
Paris, 1922, p. 246 ; C.E. 14 décem

bre 1906, Sieurs J.-M
. 

Currie et C  ie, Rec. 909.

（
２
）M

aurice H
auriou, note sous T

.C
. 29 février 1908, 

Feutry, S. 1908.Ⅲ
. 98.

（
３
）M

aurice H
auriou, note sous C

.E
. 3 février 1911, 

A
nguet, S. 1911.Ⅲ

. 137.

（
４
）V

oir, G
aston Jèze, note sous C

.E
. 12 février 1909, 

す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
か
か
る
場
合
に
は
、
法
的
効
果
の

次
元
に
お
い
て
も
、
国
家
は
公
務
員
に
対
し
て
賠
償
金
の
全
額
に
つ
い
て

求
償
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
各
々
の
フ
ォ
ー
ト
の
存
在
と
重
大

性
に
応
じ
て
最
終
的
な
負
担
が
決
せ
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

（
（3
（

る
。
し
た

が
っ
て
、
か
か
る
法
的
効
果
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
こ
の
国
家
賠
償
責
任

は
、
国
家
が
自
己
責
任
に
よ
り
負
担
し
て
い
る
部
分
と
、
本
来
は
公
務
員

が
負
担
す
べ
き
で
あ
っ
た
も
の
を
国
家
が
肩
代
わ
り
す
る
形
で
負
担
し
て

い
る
部
分
と
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
フ
ォ
ー
ト
の
競
合
に
よ
る
国
家
賠
償
責
任
で

あ
っ
て
も
、“
監
督
上
の
瑕
疵
”
が
問
題
と
な
る
場
合
の
そ
れ
は
、
責
任

の
性
質
が
若
干
異
な
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
確
か
に
、

こ
の
国
家
賠
償
責
任
も
、
あ
く
ま
で
形
式
的
に
は
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
に
よ

る
賠
償
責
任
な
の
で
は
あ
る

（
（3
（

が
、
そ
こ
で
認
定
さ
れ
る
役
務
の
フ
ォ
ー
ト

の
多
く
は
、
前
述
の
よ
う
に
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
の
存
在
か
ら
“
推
定
”
な

い
し
“
擬
制
”
さ
れ
た
も
の
で
し
か
な
い
。
つ
ま
り
、
行
政
裁
判
官
は
、

明
確
に
は
フ
ォ
ー
ト
と
認
定
さ
れ
る
ほ
ど
の
義
務
違
反
を
国
家
が
犯
し
て

い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
ま
た
、
実
質
的
に
は
被
害
者
の
損
害
が
も
っ
ぱ

ら
公
務
員
の
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
に
よ
っ
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
も
の
で
し
か

な
か
っ
た
と
し
て
も
、
国
家
に
賠
償
責
任
を
負
担
さ
せ
る
た
め
に
、
役
務

に
帰
責
し
う
る
フ
ォ
ー
ト
を
“
探
求
す
る
”
の
で
あ

（
（3
（

る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
種
の
国
家
賠
償
責
任
が
純
粋
な
自
己
責
任
規
範
と
い
え
る
か
に
つ
い

て
は
、
疑
問
の
余
地
が
残
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
種
の
国
家

賠
償
責
任
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、《D

elville

判
決
》
や
《Papon

判
決
》
と
は
異
な
り
、
国
に
よ
る
全
額
の
求
償
が
認
め
ら
れ
う
る
こ
と
、

つ
ま
り
、
法
的
効
果
の
次
元
に
お
い
て
代
位
責
任
的
な
解
釈
が
な
さ
れ
る

こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
さ
に
、
こ
の
点
に
自
己
責
任
的
法
律
構
成
の
限
界
が
垣
間
見
え
る
の

で
あ
り
、
次
節
に
お
い
て
紹
介
す
る
代
位
責
任
規
範
の
誕
生
に
つ
な
が
る

の
で
あ
る
。
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運
営
に
起
因
す
る
フ
ォ
ー
ト
で
あ
り
、
公
務
員
の
個
人
的
感
覚
よ

り
も
む
し
ろ
役
務
の
慣
習
や
伝
統
を
基
準
に
判
断
さ
れ
う
る
も
の

で
あ
る
。
権
限
裁
判
所
の
定
式
に
よ
れ
ば
、役
務
の
フ
ォ
ー
ト
は
、

職
務
の
執
行
か
ら
切
り
離
さ
れ
な
い
」。「
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
と
は
、

職
務
の
執
行
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
役
務
に
帰
責
さ

れ
え
な
い
フ
ォ
ー
ト
で
あ
る
」（M

aurice H
auriou, supra 

note 3, p. 137.

）。

（
11
）Paul D

uez, La responsabilité de la puissance publique, 
Paris, D

alloz, 2012, Réim
pression de l'édition publiée en 

1938 (2
e éd.), p. 22.

（
12
）M

arceau Long, Prosper W
eil, Guy Braibant, Pierre 

D
elvolvé et Bruno Genevois, supra note 8, p. 134 ; V

oir 
égalem

ent, Christophe Guettier, «La responsabilité en 
droit adm

inistratif», Philippe Le T
ourneau, D

roit de la 
responsabilité et des contrats, 10

e éd., Paris, D
alloz, 2014, 

n

° 311.

（
13
）
な
お
、
か
か
る
ケ
ー
ス
と
は
逆
に
、
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
が
役
務

の
フ
ォ
ー
ト
の
実
現
に
寄
与
す
る
場
合
も
あ
る
。例
え
ば
、《M

m
e 

Fauchère et M
ille

判
決
》（C.E. 2 juin 2010, M

m
e Fauchère 

et M
ille, Rec. 973 et 978, A

.J.D
.A

. 2010, p. 2165, note 
Clotilde D

effi
gier.

）
に
お
い
て
は
、
あ
る
不
動
産
の
占
有
者
に

対
す
る
退
去
強
制
に
直
接
的
に
利
害
関
係
を
有
す
る
警
視
の
個
人

的
フ
ォ
ー
ト
が
、
地
方
長
官
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
当
該
退
去
強
制

C
om

pagnie com
m

erciale de colonisation du C
ongo 

français, R
.D

.P. 1910, pp. 76 et s.

（
５
）V

oir, Jacques M
oreau et H

élène M
uscat, «Responsabilité 

des agents et responsabilité de l’adm
inistration», J.-Cl. 

A
., fasc. 806, 2012, n

° 12.

（
６
）M

ichel Paillet, L
a faute du service public en droit 

adm
inistratif français, Paris, L.G.D

.J., 1980, n

° 17.

（
７
）B

ertrand Seiller, D
roit adm

inistratif : 2. L
'action 

adm
inistrative, 5

e éd., Paris, Flam
m

arion, 2014, p. 279 ; 
V

oir égalem
ent, François Gazier, concl. sur C.E. A

ss. 18 
novem

bre 1949, M
im

eur, D
efaux et Besthelsem

er, J.C.P. 
1950.Ⅱ

. 5286 ; B
ernard Pacteau, note sous C

.E
. 18 

novem
bre 1988, M

inistre de la défense c. É
poux 

R
aszew

ski, J.C.P. 1989.Ⅱ
. 21211.

（
８
）V

oir, M
arceau Long, Prosper W

eil, G
uy B

raibant, 
Pierre D

elvolvé et Bruno Genevois, L
es grands arrêts 

de la jurisprudence adm
inistrative, Paris, D

alloz, 19
e éd., 

2013, pp. 133-136.

（
９
）C.E. 3 février 1911, A

nguet, Rec. 146, S. 1911.Ⅲ
. 137, 

note M
aurice H

auriou.

（
10
）
な
お
、Maurice H

auriou

は
、こ
の
判
決
の
評
釈
に
お
い
て
、

役
務
の
フ
ォ
ー
ト
と
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、「
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
と
は
、
役
務
の
悪
し
き
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に
関
す
る
決
定
に
帯
び
る
違
法
性
（
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
）
の
原
因

と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
言
う
と
、
当
該
警
視
は
、
右
不
動
産

を
所
有
す
る
民
間
の
不
動
産
会
社
に
お
け
る
持
分
（parts

）
を

保
持
し
て
お
り
、
そ
の
退
去
強
制
が
早
期
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
に

工
作
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（M

arceau Long, Prosper 
W

eil, Guy Braibant, Pierre D
elvolvé et Bruno Genevois, 

supra note 8, p. 135.
）。

（
14
）M

aurice H
auriou, supra note 3, p. 137. ; V

oir 
égalem

ent, T
hibaut Leleu, E

ssai de restructuration de 
la responsabilité publique. À

 la recherche de la 
responsabilité sans fait, Paris, L.G.D

.J., 2014, n

° 252.

（
15
）V

oir, Jean-Claude M
aestre, La responsabilité pécuniaire 

des agents publics en droit français, Paris, L.G.D
.J., 1962, 

p. 160.

（
16
）M

ichel R
ougevin-B

aville, L
a responsabilité 

adm
inistrative, Paris, H

achette, 1992, p. 132 ; Christophe 
G

uettier, supra note 12, n

° 312 ; Patrice C
hrétien, 

N
icolas Chiffl

ot et M
axim

e T
ourbe, D

roit adm
inistratif, 

14
e éd., Paris, Sirey, 2014, n

° 771.

（
17
）
な
お
、
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
は
、
役
務
が
公
務
員
に
提
供
し
て
い

る
道
具
の
瑕
疵
に
起
因
す
る
役
務
の
フ
ォ
ー
ト
と
も
競
合
し
う

る
。
そ
の
例
と
し
て
、
あ
る
兵
士
が
寝
室
に
お
い
て
同
僚
の
一
人

の
不
注
意
に
よ
っ
て
銃
弾
を
受
け
死
亡
し
た
事
故
に
係
る

《M
artin-Justet

判

決

》（C.E. 20 février 1914, M
artin-

Justet, Rec. 231.

）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
判
決
に
お

い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
銃
弾
を
誤
っ
て
発
射
さ
せ
た
兵

士
の
個
人
的
フ
ォ
ー
ト
と
は
別
に
、
実
弾
が
装
填
さ
れ
た
状
態
の

銃
を
持
っ
た
ま
ま
職
務
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
軍
規
違
反
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
上
官
が
こ
れ
を
許
し
た
こ
と
と
、
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